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　12
月
18
日
、
新
た
に
就
任
し
た
厂
原
收

副
町
長
。
北
海
道
庁
の
職
員
と
し
て
、
36

年
以
上
に
わ
た
り
、
主
に
地
方
交
付
税
や

選
挙
管
理
委
員
会
の
業
務
に
携
わ
っ
た
経

験
を
持
つ
副
町
長
に
話
を
聞
い
た
。

　

厂
原
副
町
長
は
奥
尻
町
出
身
の
54
歳
。

漁
師
の
家
庭
に
生
ま
れ
、
海
と
山
に
囲
ま

れ
た
環
境
で
育
っ
た
。
暇
さ
え
あ
れ
ば
自

然
の
中
で
遊
ん
で
い
た
と
い
う
。「
自
宅
の

目
の
前
が
す
ぐ
海
で
、
波
の
音
が
聞
こ
え

る
の
が
当
た
り
前
で
し
た
の
で
、
就
職
を

機
に
島
を
出
て
か
ら
は
、
波
の
音
が
聞
こ

え
ず
眠
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
今

で
も
海
を
見
る
と
落
ち
着
き
ま
す
」。

　

奥
尻
高
校
を
卒
業
し
、
昭
和
56
年
に
北

海
道
庁
に
採
用
。
企
画
振
興
部
地
域
振
興

室
市
町
村
課
、
北
海
道
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
、
総
合
政
策
部
地
域
主
権
・
行
政

局
市
町
村
課
な
ど
に
勤
務
し
、
地
方
交
付

税
に
も
携
わ
っ
た
。
平
成
22
年
か
ら
24
年

ま
で
は
京
極
町
に
派
遣
さ
れ
、
総
務
課
長

と
選
挙
管
理
委
員
会
の
書
記
長
も
務
め
た
。

　

遠
軽
町
の
印
象
を
聞
く
と「
遠
紋
地
域

の
中
心
的
な
町
で
、
交
通
の
要
衝
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
が
強
い
。
石
北
本
線
と
、
今
は

廃
止
に
な
っ
た
名
寄
本
線
が
分
岐
す
る
ス

イ
ッ
チ
バ
ッ
ク
が
あ
り
、
鉄
路
も
道
路
も
、

オ
ホ
ー
ツ
ク
の
玄
関
口
で
あ
る
と
い
う
印

象
で
す
。
し
か
し
今
、
石
北
本
線
の
問
題

が
取
り
ざ
た
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
路
線

は
旅
客
だ
け
で
な
く
農
産
物
を
運
ぶ
路
線

と
し
て
も
重
要
で
あ
り
、
残
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
」と
話
す
。

　

副
町
長
に
就
任
し
た
今
、「
市
町
村
の
業

務
に
は
携
わ
っ
た
こ
と
が
無
い
も
の
が
多

く
、
大
変
だ
と
い
う
思
い
は
強
い
で
す
が
、

道
職
員
で
は
経
験
で
き
な
い
未
知
の
世
界

を
経
験
さ
せ
て
い
た
だ
く
貴
重
な
機
会
に

感
謝
し
て
い
ま
す
。
市
町
村
の
職
員
は
、

住
民
に
身
近
な
存
在
。
仕
事
そ
の
も
の
が

住
民
に
直
結
す
る
た
め
、
住
民
の
皆
さ
ん

と
直
に
接
す
る
楽
し
さ
が
あ
る
反
面
、
苦

労
も
あ
り
、
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
だ
と

思
い
ま
す
」と
、
気
持
ち
を
引
き
締
め
て

い
る
。

　

佐
々
木
修
一
町
長
と
は
、
町
長
が
町
職

員
で
あ
っ
た
平
成
９
年
、
北
海
道
庁
で
派

遣
研
修
を
し
た
際
、
一
緒
に
仕
事
を
し
た

こ
と
が
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
か
ら
の
町
政

へ
の
関
わ
り
に
つ
い
て
聞
い
た
。「
佐
々
木

町
長
は
し
っ
か
り
と
し
た
考
え
を
持
っ
て

町
政
を
進
め
て
い
ま
す
。
町
長
を
し
っ
か

り
補
佐
し
、
事
務
方
と
の
パ
イ
プ
役
と
し

て
円
滑
な
組
織
運
営
に
努
め
る
た
め
に
も
、

ま
ず
は
職
員
の
顔
と
名
前
を
早
く
覚
え
た

い
で
す
ね
。
い
ま
、
遠
軽
町
で
は
大
型
事

業
の
実
施
に
向
け
て
進
ん
で
い
ま
す
。
町

民
の
皆
さ
ん
に
有
効
に
使
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
な
施
設
に
し
て
い
き
た
い
で
す
し
、

今
後
は
ま
ち
の
借
金
で
あ
る
公
債
費
な
ど

将
来
的
な
負
担
も
増
え
る
の
で
、
削
減
で

き
る
も
の
は
削
っ
て
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な

が
ら
、
財
政
見
通
し
も
踏
ま
え
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
」。

　

最
後
に
、
遠
軽
町
の
皆
さ
ん
に
向
け
て

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
聞
い
た
。「
早
く
町
に
溶
け

込
み
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
を
は
じ
め
町
内

各
地
に
ど
ん
ど
ん
出
て
ま
ち
の
こ
と
を

知
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

気
軽
に
声
を
掛
け
て
く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
」。
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町
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緒
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ま
ち
づ
く
り
を
」



ご
み
の
分
別
方
法
が変わ

り
ま
し
た

●
燃
や
す
ご
み

　

こ
れ
ま
で
の
燃
や
す
ご
み
に
加
え
て
、

「
資
源
に
な
ら
な
い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
」

と「
ゴ
ム
・
ビ
ニ
ー
ル
製
品
類
」が
出
せ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

●
燃
や
さ
な
い
ご
み

　

金
属
類
や
ガ
ラ
ス
、
陶
磁
器
な
ど
の
ほ

か
、
ス
プ
レ
ー
缶
や
ペ
ン
キ
缶
、
オ
イ
ル

缶
な
ど
の
資
源
に
な
ら
な
い
缶
、
ホ
タ
テ

や
カ
キ
な
ど
の
貝
殻
が
主
な
も
の
で
す
。

●
す
す
い
で
汚
れ
が
落
ち
な
い
資
源
ぶ
つ

　

汚
れ
が
落
ち
な
い
場
合
、「
空
き
缶
」「
空

き
瓶
」は「
燃
や
さ
な
い
ご
み
」に
、「
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
」「
白
色
ト
レ
イ
類
」「
そ
の
他
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
類
」は「
燃
や
す
ご
み
」に
出

し
て
く
だ
さ
い
。
汚
れ
が
落
ち
る
も
の
は

「
資
源
ぶ
つ
」に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は「
ご
み
分
別
の
手
引
き
」や

「
ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方
」を
参
考
に
し

て
く
だ
さ
い
。
お
手
元
に
な
い
場
合
は
、

役
場
住
民
生
活
課
と
各
支
所
地
域
住
民
課

で
配
布
し
て
い
る
ほ
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
住
民
生
活
課
☎
42
‐
４
８
１
２

ま
た
は
各
支
所
地
域
住
民
課

生
田
原
支
所
☎
45
‐
２
０
１
１

丸
瀬
布
支
所
☎
47
‐
２
２
１
１

白
滝
支
所
☎
48
‐
２
２
１
１

〜
施
設
見
学
の
お
知
ら
せ
〜

　

１
月
か
ら
稼
働
し
た「
え
ん
が
る
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
」に
は
、
見
学
ス
ペ
ー

ス
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

以
前
の
清
掃
セ
ン
タ
ー
と
は
違
い
、
施

設
内
か
ら
安
全
に「
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
」や

「
ご
み
ピ
ッ
ト
」を
見
学
す
る
こ
と
が
可
能

に
な
り
ま
し
た
。
施
設
内
か
ら
の
見
学
と

な
る
た
め
、
臭
い
な
ど
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
た
ご
み
が
ど
の
よ

う
に
処
理
さ
れ
る
の
か
、
分
か
り
や
す
く

説
明
し
た
ビ
デ
オ
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
、
新
し
い
施
設
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
施
設
見
学
は
自
治
会
や
学
校
な

ど
一
定
程
度
の
団
体
を
対
象
と
し
、
予
約

が
必
要
で
す
の
で
、
見
学
を
希
望
さ
れ
る

場
合
は
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
え
ん
が
る
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

遠
軽
町
向
遠
軽
２
９
７
番
地
１

☎
42
‐
３
５
７
９

えんがるクリーンセンター
イメージキャラクター

「エコライダー」

最先端のごみ処理技術、
ぜひ見に来てほしい！

えんがるクリーンセンター

え
ん
が
る
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

研修室では、
ごみ処理をビデオ
で紹介するぞ！

～施設見学のお知らせ～～施設見学のお知らせ～
えんがるクリーンセンター

ごみをかき混ぜ、
焼却炉に入れる「クレー
ン」。迫力のある動きに
注目してほしい！

中央制御室からは、
ごみが燃える様子
も見えるぞ！

　

問

　

問
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■
国
民
健
康
保
険
及
び
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
加
入
者
の
申
告

　

国
民
健
康
保
険
や
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
に
加
入
し
て
い
る
方
は
、
た
と
え
前
年

中
に
収
入
が
無
く
て
も
、
必
ず
所
得
の
申

告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。（
給
与
所

得
の
み
で
、
年
末
調
整
が
済
ん
で
い
る
方
、

所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
提
出
し
て
い
る

方
は
申
告
の
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
）

※
低
所
得
世
帯
に
は
国
民
健
康
保
険
税
や

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を
軽
減
す
る

制
度
が
あ
り
ま
す
が
、
申
告
し
て
い
な

い
と
、
こ
の
制
度
が
適
用
さ
れ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

問
紋
別
税
務
署

☎
０
１
５
８
‐
２
３
‐
２
１
９
１

税
務
課
☎
42
‐
４
８
１
４　

ま
た
は
各
支
所
地
域
住
民
課

生
田
原
支
所
☎
45
‐
２
０
１
１

丸
瀬
布
支
所
☎
47
‐
２
２
１
１

白
滝
支
所
☎
48
‐
２
２
１
１

■
確
定
申
告
の
期
間

２
月
16
日（
金
）〜
３
月
15
日（
木
）　

午
前
８
時
45
分
〜
正
午

午
後
１
時
〜
５
時
30
分

※
土
日
は
申
告
を
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

■
確
定
申
告
会
場

・
役
場
３
階
大
会
議
室（
体
の
不
自
由
な

方
は
、
１
階
税
務
課
窓
口
で
も
申
告
で

き
ま
す
）

・
生
田
原
支
所
１
階
地
域
住
民
課
窓
口

・
丸
瀬
布
支
所
１
階
会
議
室

・
白
滝
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
研
修
室
４　

※
手
引
き
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
は
各
会
場

内
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

■
年
金
所
得
者
に
係
る
住
民
税
申
告

　

公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
が
４
０
０
万

円
以
下
で
、
公
的
年
金
に
係
る
雑
所
得
以

外
の
所
得
金
額
が
20
万
円
以
下
の
方
は
、

年
金
所
得
者
に
係
る
確
定
申
告
不
要
制
度

に
よ
り
所
得
税
の
確
定
申
告
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
が
、
次
の
方
は
住
民
税
の
申
告
が

必
要
で
す
。

①
公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
の
み
が
あ

る
方
で「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」

に
記
載
さ
れ
て
い
る
控
除
以
外
の
各
種

控
除
の
適
用
を
受
け
る
方（
例　

国
民

健
康
保
険
税
・
国
民
年
金
保
険
料
等
の

社
会
保
険
料
控
除
、
生
命
保
険
料
控
除
、

医
療
費
控
除
な　

　

ど

）

②「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」の
記
載

内
容
に
相
違
の
あ
る
方（
控
除
対
象
配

偶
者
が
い
る
の
に
記
載
が
無
い
な　

　

ど

）

③
公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
以
外
の
所

得
が
あ
る
方

※
①
②
に
該
当
す
る
方
は
、
住
民
税
の
申

告
が
無
い
と
、
町
・
道
民
税
の
各
種
控

除
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
社
会
保
障
・
税
番
号（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）

制
度
の
導
入
に
つ
い
て

　

確
定
申
告
書
に
は
、
社
会
保
障
・
税
番

号
制
度
の
導
入
に
よ
っ
て
、
12
桁
の
マ
イ

ナ
ン
バ
ー（
個
人
番
号
）の
記
載
が
必
要
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
申
告
の
際
に

申
告
者
ご
本
人
や
控
除
対
象
配
偶
者
、
扶

養
親
族
、
事
業
専
従
者
な
ど
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
記
載
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
申
告
者
ご
本
人
は
申
告
の
際
に

本
人
確
認
書
類
の
提
示
、
ま
た
は
写
し
の

添
付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

介護保険の要介護認定
を受けている方へ

　介護保険の要介護認定を受けてい
る65歳以上の方で、一定の基準を
満たし、町から対象者として認定さ
れた方は、所得税及び町・道民税の
障害者控除が受けられます。
　平成29年12月31日現在の状況に
よる判定の結果、認定された方には
「障害者控除対象者認定書」が交付さ
れますので、これを申告時に提示す
ると、障害者控除が受けられます。
　なお、障害者控除の認定を希望す
る方は、申請書の提出が必要となり、
平成29年分の申告で控除を受ける
場合、申請書の提出期限は３月末日
までですのでご注意ください。
申請問
保健福祉課（げんき21）☎42 ‐ 4813
または各支所地域住民課

紋別税務署による申告受付
役場では行いません
　役場申告会場での紋別税務署
による申告受付は行われません。
　そのため、事業を営んでいる
方（青色申告者）や土地・建物な
どを売った方は、役場申告会場
で確定申告をする場合、時間を
要しますので、可能な方は紋別
税務署へ直接申告されることを
お勧めします。

確
定
申
告

平
成
29
年
分
所
得
税
・
復
興
特
別
所
得
税

申告は正しくお早めに。

　

問

申請・問
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　自宅の屋根に積もった雪や氷が落ちて「ヒヤリ」とした経験はありませんか？
　例年、屋根や看板からの落氷雪によって、歩行者が「けが」をする事故が起きています。
　皆さんも、屋根の雪処理には大変苦労していると思いますが、冬期間の交通を円滑にし、未然に事故
を防止するため、特に次のことに注意してください。

　広報えんがる12月号でもお知らせしましたが、
雪捨場内での車両事故などを未然に防ぐため、雪
捨場の受入時間は、午前８時から午後５時までと
しています。受入時間外は、ブルドーザも稼働し
ていませんので、ダンプトラックなどを用いて搬
入された大量の雪が原因で、業務に支障を来たし、
一般町民の方々にも迷惑を掛けてしまいますので、
受入時間は厳守してください。
　ただし、排雪作業の都合上、受入時間外に大量
の雪を搬入しなければならない場合、遠軽地域は
右記の業務責任者、その他の地域は各支所産業課
に必ず事前に連絡してください。
　また、一部のモラルがない方によって、家庭ご
みや動物等の死骸が捨てられています。皆さんの
ご協力により、雪捨場に捨てられるごみの量は
減っていますが、町民全体が利用する雪捨場です
ので、これからも必ずルールを守って利用してく
ださい。

　なお、町では円滑な車両交通や歩道確保のため
に、主要幹線道路の排雪作業を年に数回実施して
おり、安全で効率良く作業するために、夜間の実
施となる場合があります。雪捨場近隣の住民の方
には、車両の騒音などで大変ご迷惑をお掛けしま
すが、ご理解とご協力をお願いします。
■雪捨場についての連絡先
【遠軽地域】
●学田（２条北８）雪捨場
・受託者　（株）ヨコタ
　業務責任者　田村勉☎42 ‐ 0688
●福路雪捨場
・受託者　（株）中野モータース遠軽
　業務責任者　島貫健一☎42 ‐ 2807
【生田原地域】生田原支所産業課☎45 ‐ 2013
【丸瀬布地域】丸瀬布支所産業課☎47 ‐ 2213
【白滝地域】白滝支所産業課☎48 ‐ 2212

雪捨場について

屋根からの落雪や落氷防止について

■屋根の構造上、雪・氷が道路、歩道に落ちる危険性
がある建物には、落氷雪事故防止のために、雪止めな
どを取り付けてください。

■雪止めを付けていても、老朽化による強度の不足や、
針金など取付金具がさびて落ちる場合があるので、必
ず点検を行い、危険な箇所があれば早急に修理してく
ださい。

■屋根の雪・氷は、気温の上昇により、氷点下３度を
超えると特に落ちやすくなるため、事前に処理してく
ださい。

■屋根から大量に雪が落ちた場合は、直ちに事故が起
きていないか確認するとともに、歩行者や自動車の交
通障害にならないよう、速やかに処理してください。

■雪下ろしをするときは、命綱を付けるなど落下しな
いように注意するとともに、軒下や歩道に歩行者や雪
遊びをしている子どもがいないかなど、確認しながら
作業を行ってください。

■交通事故や交通障害を防ぐため、屋根から落ちた雪
や氷、敷地内の雪を道路に出さないでください。

■軒下を通行するときは、屋根からの落氷雪に十分注
意してください。

■軒下では、絶対に子どもを遊ばせないでください。

■建物や看板などからの落氷雪は、少量でも危険が伴
いますので、付着した雪や氷の
除去をこまめに行ってください。

問北海道開発局網走開発建設部遠軽開発事務所☎42 ‐ 2181
オホーツク総合振興局網走建設管理部遠軽出張所☎42 ‐ 3165
遠軽警察署☎42 ‐ 0110　建設課☎42 ‐ 4817
生田原支所産業課☎45 ‐ 2013　丸瀬布支所産業課☎47 ‐ 2213　白滝支所産業課☎48 ‐ 2212

ご協力を

お願いします！

への備え

　

問

への備えへの備えへの備え
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次代を担うリーダー力を身につけよう
平成29年度冬休みちびっ子リーダー研修会

　12月26日～28日の３日間、宿泊研修施設キララン清里
で「平成29年度冬休みちびっ子リーダー研修会」が開催され、
町内の小学４年生から高校３年生まで56人が参加しました。
　これは、子どもたちに集団生活による自然体験や創造活動
を通じ、次代のふるさと「えんがる」を担う人間性豊かなリー
ダーになってもらおうと毎年行われているものです。
　研修会では、雪像作りや百人一首、木工製作、餅つきなど
を通じて日本の伝統文化に親しみました。
　このうち、木工製作では、干支の戌

いぬ

にちなんで、犬の形を
したペン立て作りに挑戦。木を切る作業に悪戦苦闘しながら
も、指導員のアドバイスを受けながら見事に完成させていま
した。

美しい音色を鳴り響かせる
ちゃちゃワールドでニューイヤーコンサート

　１月６日、木のおもちゃワールド館ちゃちゃワールドで、
新年を祝うニューイヤーコンサートが開催されました。
　これは、町内各学校の吹奏楽部などが一堂に会すること
で、地域住民と児童生徒、学校同士の交流の機会を作るこ
とを目的に毎年開催されているもので、この日は、６校か
ら約100人の児童生徒が出演しました。
　コンサートでは、金管八重奏や打楽器五重奏などでクラ
シックからポップス、映画音楽までさまざまなジャンルの
全17曲が披露され、木のおもちゃで埋め尽くされた館内
に美しい音色を鳴り響かせていました。

大人から子どもまでがつき手となり
やまびこ温泉「新春もちつき大会」

　１月２日、やまびこ温泉で恒例の「新春もちつき大会」が行わ
れました。
　この日は、餅つきを楽しみに訪れた来館者が会場を埋め尽く
す中、老若男女を問わず希望者がつき手となり、あめまる君の
応援を受けながら会場全体でつき上げました。
　また、出来たての餅は雑煮に調理され、訪れた約100人の
方々に振る舞われました。

消防人として高い誇りを持って
遠軽町消防団消防出初式

　１月４日、遠軽町福祉センターで遠軽地区広域組合遠軽町消
防団の平成30年消防出初式が行われました。
　この日は、町内の消防団員が一堂に会し、太田団長から「消
防の責務を再認識し、消防人として高い誇りを持ってなお精
励してほしい」と訓示が行われ、長年消防団活動に従事してい
る団員などに、北海道消防表彰などの表彰状が授与されたほか、
来賓からねぎらいと激励の言葉が寄せられました。

8平成30年２月号



毎日の地域の情報は、遠軽町ホームページ(http://engaru.jp)の｢e-ISMニュース｣で!!

ツアーで石北本線の魅力を満喫
石北線で行く！ちゃちゃワールド親子木工作ツアー

　１月13日、「石北線で行く！ちゃちゃワールド親子木工作ツ
アー」が行われ、21人が参加しました。
　これは、石北本線の利用促進と、鉄道を利用する機会の少な
い児童に親しんでもらうことを目的に、遠軽町石北本線利用促
進協議会が行う事業の一つとして実施されたものです。
　この日は、石北本線を利用して遠軽駅から生田原駅までを普
通列車で往復し、ちゃちゃワールドで木工作に挑戦。保護者と
協力しながら木製の犬の置物を見事に完成させていました。
　このツアーを機会に列車を利用した参加者たちは、座席で会
話を弾ませたり、振動を感じたりと思い思いに小旅行を楽しみ、
この車窓からしか見ることができない景色を眺めるその横顔か
らは、鉄道の旅の魅力を満喫している様子がうかがえました。

下の句に耳を澄ませて
町民ふれあい百人一首大会

　１月13日、基幹集落センターで平成29年度少年少女文
化教室「町民ふれあい百人一首大会」が開催され、小学生の
部に15人と中学生・一般の部に33人が参加しました。
　大会は、北海道独自の文化の一つである下の句かるたで
行われ、３人一組で対戦。真剣な表情で場を見つめ、耳を
澄ませて句を聞き「取った！」などの掛け声とともに木札め
がけて素早く手を伸ばしていました。
　東小学校５年生の吉田浬

かいり

さんは「大会に参加するのは初
めてなので緊張したけれど、札が取れたときはうれしかっ
た」と、目を輝かせていました。

感覚をつかんで
冬休み子どもスポーツ教室「スキー教室」

　１月６日～８日の３日間、えんがるロックバレースキー場で、
冬休み子どもスポーツ教室「スキー教室」が開催されました。
　教室初日には約20人が参加し、スキーに乗って歩いたり、
緩やかな斜面を滑ったりしました。
　児童たちは、思うように扱えないスキーに、たくさん転んで
しまいましたが、最後には感覚をつかんだ様子で、とても満足
そうな表情でスキーを楽しんでいました。

気合を入れて力強く
全日本空道連盟大道塾紋別支部初稽古

　１月７日、遠軽神社で一般社団法人全日本空道連盟大道塾紋
別支部が初稽古を行いました。
　これは、同支部が毎年行っている恒例行事で、町内で稽古を
している同支部の少年部と一般部に所属する25人が、本殿内
で今年１年の活躍と安全を祈願した後、外に出て稽古を実施。
小雪が舞う寒空の下、参加者たちははだしで雪の上に立ち、気
合を入れながら力強く練習に励んでいました。
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石北本線
利用促進キャッチフレーズ

～入賞作品～

■最優秀賞
遠軽町の未来のために
みんなで守ろう石北本線！
東小学校６年１組　佐藤にこさん

■優秀賞
街をつなげる。未来へつなげる。

石北本線
丸瀬布中学校１年１組　亀田由衣さん

オホーツクの未来のために
乗ってのこそう　石北線

南小学校６年２組　川田碧社さん

■入賞
「ちょっと遠くへ」

楽で速いな　ＪＲ
遠軽中学校３年Ａ組　大神田拓也さん

地域の未来へ
みんなで繋ごう　石北本線

遠軽高校１年Ｃ組　中木優作さん

無
料
法
律
相
談

■
日
時

２
月
13
日（
火
）

午
後
２
時
～
５
時

３
月
12
日（
月
）

午
後
２
時
～
５
時

■
場
所　
げ
ん
き
21

■
相
談
時
間　
一
人
30
分
程
度

■
申
込
み

　

事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。
た
だ
し
、

定
員
を
超
え
た
場
合
は
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

（
１
年
度
内
1
人
２
回
ま
で
）

申
込
問
企
画
課
☎
42
‐
４
８
１
８

不
動
産
無
料
相
談

■
日
時

２
月
23
日（
金
）午
後
１
時
30
分
～
３
時

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

■
相
談
会
場
・
申
込
み

北
見
市
常
盤
町
４
丁
目
12
番
地
２

公
益
社
団
法
人
北
海
道
宅
地
建
物
取
引
業

協
会
北
見
支
部

☎
０
１
５
７
‐
６
１
‐
１
５
６
５

「
一
日
入
学
」の
ご
案
内

　

平
成
30
年
４
月
に
小

学
校
へ
入
学
す
る
お
子

さ
ん
の
１
日
入
学
を
、

次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
該
当
す
る
お
子
さ
ん
が
い
る
保

護
者
の
方
に
は
、
文
書
で
お
知
ら
せ
し
て

い
ま
す
。

選挙における

投票区の見直しについて

　このたび、選挙管理委員会において投票区の見
直しを行いました。関係する地域にお住まいの選
挙人の方は、今後執行される国政及び地方選挙か
ら投票所が変わりますのでお知らせします。
■投票所の統廃合
　投票区の見直しにより廃止し、変更となる投票
所は「社名淵地域公民館」、「上武利集会所」、「こまく
さ」の３か所となります。それぞれ変更後の投票所
は次のとおりです。

区域 変更前 変更後

千代田・社名淵
・美山・若松

社名淵地域
　　公民館 → 学田住民　　

　　センター

丸瀬布上武利 上武利
　　集会所 → 丸瀬布　　　

　中央公民館
白滝支湧別・
白滝上支湧別 こまくさ → 白滝国際交流

　　センター
問選挙管理員会☎42 ‐ 7500

問
教
育
委
員
会
総
務
課
☎
42
‐
２
１
９
１

■日程等
学校名 日　程 受　付 １日入学

生田原小学校 ２月８日（木） 9:00～ 9:15  9:20～10:30

安国小学校 ２月８日（木）12:55～13:05 13:05～14:00

遠軽小学校 ２月１日（木）12:45～13:00 13:05～14:00

東小学校 ２月８日（木）13:00～13:20 13:20～14:00

南小学校 ２月８日（木）13:00～13:20 13:25～14:10

瀬戸瀬小学校 ２月８日（木）10:00～10:10 10:15～11:15

丸瀬布小学校 ２月９日（金）13:00～13:20 13:20～14:05

白滝小学校 ２月２日（金）13:00～13:15 13:15～14:05 （平成29年12月末現在）

　　　　　　　　　前月比
▶人口　20,362人　（ －18）
▶男性　 9,89５人　（　　0）
▶女性　10,467人　（　－18）
▶世帯　10,421世帯（　－1）
▶出生　　　　8人　（　－7）
▶死亡　　　3５人　（　　16）

▶人身事故　　1件（　14件）
▶死　　者　　0人（　1人）
▶負 傷 者　　1人（　16人）
▶物損事故　 49件（413件）
※（　）は平成29年累計

▶火災発生　　1件（　8件）
▶死　　者　　0人（　0人）
▶負 傷 者　　1人（　3人）
※（　）は平成29年累計

　

問

申
込
・

問

　

問
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遠
軽
町
ま
ち
づ
く
り
自
治
基
本
条
例

一
部
改
正（
案
）に
対
す
る
意

見
を
募
集
し
ま
す

■
背
景
・
趣
旨

　

遠
軽
町
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的
な
事

項
を
定
め
て
い
る
遠
軽
町
ま
ち
づ
く
り
自

治
基
本
条
例（
以
下「
条
例
」）は
、
４
年
を

超
え
な
い
期
間
ご
と
に
検
討
機
関
を
置
い

て
、
社
会
情
勢
の
変
化
や
目
的
の
達
成
度

な
ど
の
視
点
か
ら
条
例
を
点
検
し
、
必
要

な
見
直
し
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
検
討
機
関
で
あ
る「
遠
軽
町
ま
ち

づ
く
り
自
治
基
本
条
例
推
進
委
員
会（
以

下「
推
進
委
員
会
」）」を
平
成
29
年
６
月
に

設
置
し
て
協
議
を
３
回
行
い
、
推
進
委
員

会
か
ら
町
長
に
提
出
さ
れ
た
具
申
を
受
け
、

必
要
な
条
例
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

　

平
成
29
年
10
月
に
提
出
さ
れ
た
推
進
委

功
績
を
た
た
え
て

瑞宝単光章（消防功労）
太田利行さん

【
主
な
経
歴
】

・
遠
軽
地
区
広
域
組
合
遠
軽
町
消
防

団
副
団
長

紺綬褒章
藤原雅彦さん

北海道社会貢献賞（森を守り緑に親しむ功労者）
オホーツク森林レスキューの皆さん

員
会
の
具
申
で
は
、
条
例
第
２
条
に
お
い

て
、
町
民
の
定
義
を「
町
内
在
住
の
人
」に

加
え
て「
町
内
に
住
所
は
無
い
が
、
町
内

で
働
く
人
、
学
ぶ
人
」も
含
め
て
い
る
の

に
対
し
、
条
例
第
８
条
第
２
項
に
お
い
て

法
律
で
は
対
象
と
し
て
い
な
い
選
挙
権
な

ど
を「
町
民
の
権
利
」と
し
て
規
定
し
て
い

る
点
に
つ
い
て
、
関
係
法
令
等
と
の
整
合

性
が
取
れ
て
い
な
い
点
で
あ
る
と
指
摘
し

て
い
ま
す
。

　

改
正
案
で
は
、
条
例
第
８
条
第
２
項
に

「
法
令
等
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、」と

い
う
文
言
を
挿
入
す
る
こ
と
で
、
関
係
法

令
等
と
の
不
整
合
解
消
を
図
り
ま
す
。

■
改
正
案
の
閲
覧
場
所

遠
軽
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
並
び
に
遠
軽
町
総

務
部
企
画
課
及
び
各
支
所
窓
口

■
意
見
の
提
出
方
法

　

書
面
の
持
参
、
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
り

提
出
願
い
ま
す
。

※
電
話
や
来
庁
に
よ
る
口
頭
で
の
意
見
は

お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

※
意
見
の
提
出
様
式
は
自
由
で
す
が
、
窓

口
及
び
遠
軽
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入
手

で
き
る
様
式
を
ご
活
用
い
た
だ
く
こ
と

も
で
き
ま
す
。

※
意
見
提
出
の
際
に
は
、
必
ず「
遠
軽
町

ま
ち
づ
く
り
自
治
基
本
条
例
一
部
改
正

（
案
）に
対
す
る
意
見
」「
氏
名
」「
住
所
」

「
電
話
番
号
」を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

※
法
人
そ
の
他
の
団
体
に
あ
っ
て
は
、
そ

の
名
称
・
主
た
る
事
務
所
ま
た
は
事
業

所
の
所
在
地
、
代
表
者
の
氏
名
、
事
務

所
ま
た
は
事
業
所
の
電
話
番
号
を
明
記

し
て
く
だ
さ
い
。

※
必
要
事
項
の
記
載
が
無
い
場
合
は
、
お

取
り
扱
い
で
き
ま
せ
ん
。

■
募
集
期
間

２
月
１
日（
木
）か
ら
15
日（
木
）ま
で

提
出
問
企
画
課
〒
０
９
９
‐
０
４
９
２

遠
軽
町
１
条
通
北
３
丁
目
１
番
地
１

☎
42
‐
４
８
１
８
Ｆ
42
‐
３
６
８
８

電
子
メ
ー
ル　

kikaku@
engaru.jp

困
り
ご
と
相
談
会

　

経
済
的
な
こ
と
な
ど
の
困
り
ご
と
に
つ

い
て
、
無
料
で
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

■
日
時　
２
月
22
日（
木
）午
後
２
時
～
３
時

■
会
場

げ
ん
き
21　

２
階
会
議
室

■
申
込
み　
前
日
の
午
後
３
時
ま
で

予
約
問

オ
ホ
ー
ツ
ク
相
談
セ
ン
タ
ー
ふ
く
ろ
う

☎
０
１
５
７
‐
２
５
‐
３
１
１
０

若
者
の
た
め
の
就
労
相
談
会

　

働
く
こ
と
に
悩
み
を
持
つ
15
歳
か
ら
39

歳
ま
で
の
若
者
や
、
そ
の
ご
家
族
の
相
談

に
応
じ
ま
す
。

■
日
時　
２
月
23
日（
金
）午
後
１
時
～
４
時

■
会
場　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
遠
軽

■
予
約　
電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他　
こ
の
日
の
午
前
中
に
は
、
同

じ
悩
み
を
持
つ
人
た
ち
と
話
す
こ
と
が
で

き
る「
遠
軽
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
」も
開
催
し
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

申
込
問
オ
ホ
ー
ツ
ク
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ

ー
シ
ョ
ン

☎
０
１
５
７
‐
５
７
‐
３
１
３
６

予
約
・

問

申
込
・

問

提
出
・

問

FAX
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遠
軽
町
交
通
安
全
指
導
員
を

公
募
し
ま
す

　

今
年
４
月
か
ら
、
町

内
各
地
区
を
担
当
す
る

交
通
安
全
指
導
員
を
公

募
し
ま
す
。

■
身
分　
条
例
に
定
め
る
非
常
勤
特
別
職

■
報
酬
等

　

１
回
の
出
動
に
つ
き
、
規
定
の
報
酬
等

が
支
払
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
任
命
時
に
制
服
・
装
備
品
一
式

を
貸
与
し
ま
す
。

■
応
募
条
件

　

町
内
に
在
住
す
る
25
歳
以
上
の
方
で
、

健
康
で
あ
り
、
交
通
に
関
す
る
法
令
に
通

じ
て
い
る
こ
と
。

■
募
集
人
数

・
遠
軽
地
域　
　

４
人

・
丸
瀬
布
地
域　

１
人

■
委
嘱
期
間

　

平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら
２
年
間
で
、

更
新
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

■
申
込
み

　

２
月
５
日（
月
）か
ら
28
日（
水
）ま
で
の

期
間
内
に
、
応
募
用
紙
を
郵
送
、
ま
た
は

持
参
に
よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
用
紙
は
各
窓
口
で
お
渡
し
す
る
ほ

か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。

応
募
問
住
民
生
活
課
☎
42
‐
４
８
１
２

丸
瀬
布
支
所
地
域
住
民
課

☎
47
‐
２
２
１
１

平
成
30
年
度

町
臨
時
職
員
等
の
登
録
を
受

け
付
け
ま
す

　

町
の
臨
時
職
員
等
は
、

あ
ら
か
じ
め
臨
時
職
員
等

候
補
者
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
る
方
の
中
か
ら
、
必

要
に
応
じ
て
任
用
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
登
録
を
ご
希
望
の
方
は
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

■
臨
時
職
員
等
登
録
の
職
種
及
び
要
件

　

町
内
在
住
の
方
で
、
職
種
に
よ
っ
て
要

件
を
満
た
す
方
。

①
一
般
事
務
職

・
高
校
卒
業
以
上
の
学
歴
を
有
す
る
方

②
技
術
職

・
各
職
種（
教
諭
、
保
健
師
、
看
護
師
、

栄
養
士
、
保
育
士
、
調
理
師
、
大
型
特

殊
免
許
な　

　

ど

）の
資
格
を
有
す
る
方

・
清
掃
員

・
各
種
作
業
員

■
申
込
書
類

・
総
務
課
ま
た
は
各
支
所
地
域
住
民
課
に

備
え
付
け
の
任
用
申
込
書

※
様
式
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

・
市
販
の
履
歴
書

・
資
格
の
あ
る
方
は
免
許
証
等
の
写
し

※
現
在
登
録
さ
れ
て
い
る
方
は
、
任
用
申

込
書
の
み
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
先

　

総
務
課
ま
た
は
各
支
所
地
域
住
民
課

■
申
込
期
間

　

平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら
任
用
を
希
望

さ
れ
る
方
は
２
月
19
日（
月
）ま
で
に
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。
そ
れ
以
外
の
方
は
、
随

時
受
け
付
け
ま
す
。

■
登
録
有
効
期
間

　
平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
31
年
３

月
31
日
ま
で
有
効
で
す
。

申
込
問
総
務
課
☎
42
‐
４
８
１
１

ま
た
は
各
支
所
地
域
住
民
課

生
田
原
支
所
☎
45
‐
２
０
１
１

丸
瀬
布
支
所
☎
47
‐
２
２
１
１

白
滝
支
所
☎
48
‐
２
２
１
１

平
成
30
年
度

身
体
に
障
が
い
の
あ
る
方
を

対
象
に
町
嘱
託
職
員
を
募
集

し
ま
す

■
応
募
要
件

　

町
内
在
住
の
方
で
、
次
の
要
件
を
全
て

満
た
す
方
。

①
高
校
卒
業
以
上
の
学
歴
を
有
す
る
方

②
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方

③
通
勤
が
可
能
な
方

■
職
種　
一
般
事
務

■
業
務
内
容

　

パ
ソ
コ
ン
等
操
作
、
書
類
整
理
、
受
付

業
務
な　

　

ど

■
勤
務
場
所　
役
場
、
そ
の
他
出
先
機
関

■
勤
務
時
間

　

午
前
８
時
45
分
か
ら
午
後
５
時
30
分
ま

で
と
な
り
ま
す
。

■
勤
務
日
数　
月
17
日

※
土
日
・
休
日
を
除
く
。

■
報
酬
月
額　
14
万
９
６
０
０
円

■
任
用
予
定
者
数　
若
干
人

■
任
用
予
定
期
間

　

平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
31
年
３

月
31
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

■
申
込
書
類

・
総
務
課
ま
た
は
各
支
所
地
域
住
民
課
に

備
え
付
け
の
任
用
申
込
書

※
様
式
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

・
市
販
の
履
歴
書

・
身
体
障
害
者
手
帳
の
写
し

※
臨
時
職
員
等
候
補
者
名
簿
に
登
録
を
し

た
こ
と
が
あ
る
方
は
、
任
用
申
込
書
と

身
体
障
害
者
手
帳
の
写
し
の
み
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
み

　

２
月
19
日（
月
）必
着
で
、
郵
送
ま
た
は

持
参
に
よ
り
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
面
接

　

申
込
み
が
あ
っ
た
方
に
つ
い
て
書
類
審

査
を
実
施
し
、
対
象
者
に
後
日
連
絡
し
ま

す
。

申
込
問
〒
０
９
９
‐
０
４
９
２

遠
軽
町
１
条
通
北
３
丁
目
１
番
地
１

遠
軽
町
総
務
部
総
務
課
庶
務
担
当

☎
42
‐
４
８
１
１

ま
た
は
各
支
所
地
域
住
民
課

生
田
原
支
所
☎
45
‐
２
０
１
１

丸
瀬
布
支
所
☎
47
‐
２
２
１
１

白
滝
支
所
☎
48
‐
２
２
１
１

申
込
・

問

応
募
・

問

申
込
・

問
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■
申
込
期
間

　

平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら
任
用
を
希
望

さ
れ
る
方
は
２
月
19
日（
月
）ま
で
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
そ
れ
以
外
の
方
は
随

時
受
け
付
け
ま
す
。

■
登
録
有
効
期
間

　
平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
31
年
３

月
31
日
ま
で
有
効
で
す
。

申
込
問

教
育
委
員
会
総
務
課
☎
42
‐
２
１
９
１

ま
た
は
各
教
育
セ
ン
タ
ー

生
田
原
教
育
セ
ン
タ
ー
☎
45
‐
２
０
１
０

丸
瀬
布
教
育
セ
ン
タ
ー
☎
47
‐
２
４
５
６

白
滝
教
育
セ
ン
タ
ー
☎
48
‐
２
２
１
３

平
成
30
年
度

遠
軽
町
特
別
支
援
教
育
支
援

員
の
登
録
を
受
け
付
け
ま
す

　

町
教
育
委
員
会
で
は
、
特
別
支
援
教
育

支
援
員
を
、
あ
ら
か
じ
め
候
補
者
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
る
方
の
中
か
ら
、
必
要
に

応
じ
て
予
算
の
範
囲
内
で
任
用
し
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
職
務

　

町
内
の
小
中
学
校
に
お
い
て
、
特
別
に

支
援
を
要
す
る
児
童
生
徒
の
食
事
や
排
せ

つ
、
教
室
の
移
動
補
助
な
ど
、
学
校
に
お

け
る
日
常
生
活
動
作
の
介
助
等
を
行
い
ま
す
。

■
登
録
資
格

　

特
別
支
援
教
育
に
理
解
を
持
ち
、
支
援

に
対
し
意
欲
の
あ
る
方
。

■
勤
務
先　
町
内
の
小
中
学
校

平
成
30
年
度

遠
軽
町
教
育
委
員
会
臨
時
職

員
等
の
登
録
を
受
け
付
け
ま

す
　

町
教
育
委
員
会
の

臨
時
職
員
等
は
、
あ

ら
か
じ
め
臨
時
職
員

等
候
補
者
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
る
方
の

中
か
ら
、
必
要
に
応

じ
て
任
用
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

登
録
を
ご
希
望
の
方
は
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。

■
臨
時
職
員
等
登
録
の
職
種
及
び
要
件

　

町
内
在
住
の
方
で
、
職
種
に
よ
っ
て
次

の
要
件
を
満
た
す
方
。

①
学
校
給
食
作
業
員

②
学
校
嘱
託
公
務
補

③
学
校
嘱
託
事
務
職
員

④
社
会
教
育
指
導
員︵
嘱
託
職
員
︶

・
教
員
免
許
、
学
芸
員
、
図
書
館
司
書
、

社
会
教
育
主
事
等
の
資
格
を
有
す
る
方

⑤
嘱
託
職
員（
一
般
事
務
・
施
設
管
理
等
）

⑥
日
々
雇
用
職
員
等（
一
般
事
務
・
各
種

作
業
員
等
）

■
申
込
書
類

・
教
育
委
員
会
ま
た
は
各
教
育
セ
ン
タ
ー

に
備
え
付
け
の
申
込
書

※
様
式
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

・
市
販
の
履
歴
書

・
資
格
の
あ
る
方
は
免
許
証
等
の
写
し

■
勤
務
時
間

　

１
日
５
時
間
以
内
で
年
間
２
１
０
日
以

内
の
勤
務
と
な
り
ま
す
。

■
登
録
有
効
期
間

　

平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
31
年
３

月
31
日
ま
で
有
効
で
す
。

■
申
込
書
類

・
教
育
委
員
会
ま
た
は
各
教
育
セ
ン
タ
ー

に
備
え
付
け
の
申
込
書

※
様
式
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

・
市
販
の
履
歴
書

・
資
格
の
あ
る
方
は
免
許
証
等
の
写
し

■
募
集
人
数　
23
人
以
内

■
申
込
期
間　
２
月
19
日（
月
）ま
で

■
選
考
方
法　
書
類
選
考
及
び
面
接

申
込
問

教
育
委
員
会
総
務
課
☎
42
‐
２
１
９
１

町臨時職員等登録申込みの様式
町ホームページからダウンロード

することができます
　遠軽町ホームページのトップページ
　　　　　　　→便利なサービス（各種申請）

または、次のとおり検索してください。

遠軽町申請書 検索

ホームページ検索

※この広告は、広報紙の紙面を有効に活用し、町の財源確保と地域の活性化を図るための遠軽町の取組です。
　広告主及び広告内容については、町が推奨するということではありません。

申
込
・

問

申
込
・

問
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※この広告は、広報紙の紙面を有効に活用し、町の財源確保と地域の活性化を図るための遠軽町の取組です。
広告主及び広告内容については、町が推奨するということではありません。

遠
軽
町
商
工
観
光
労
政
審
議

会
委
員
の
一
部
を
公
募
し
ま

す
　

町
で
は
、
遠
軽
町
商
工
観
光
労
政
審
議

会
に
、
広
く
町
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る

た
め
、
委
員
の
一
部
を
公
募
し
ま
す
。

■
委
員
の
概
要　

　

遠
軽
町
の
商
工
業
や
観
光
の
振
興
、
労

働
行
政
の
推
進
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て

調
査
審
議
を
行
い
ま
す
。

■
募
集
人
数　
２
人

■
委
員
の
任
期　
委
嘱
の
日
か
ら
２
年

■
報
酬
等

　

１
回
の
会
議
に
つ
き
定
額
の
報
酬
及
び

距
離（
片
道
５
キ
ロ
以
上
の
場
合
）に
応
じ

て
費
用
弁
償
を
支
払
い
ま
す
。

■
応
募
条
件

　

平
成
30
年
２
月
１
日
現
在
、
満
20
歳
以

上
の
町
内
在
住
の
方
で
、
町
の
商
工
業
や

観
光
の
振
興
、
労
働
行
政
の
推
進
の
い
ず

れ
か
ま
た
は
全
部
に
関
心
の
あ
る
方
。

■
応
募
方
法

　

商
工
観
光
課
に
備
え
付
け
の
応
募
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
商
工
業
や
観

光
の
振
興
、
労
働
行
政
の
推
進
の
い
ず
れ

か
ま
た
は
全
部
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
こ

と
を
、
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
１
枚
程

度
に
ま
と
め
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
応
募
期
間

２
月
５
日（
月
）～
２
月
16
日（
金
）

■
提
出
方
法

　

郵
送
ま
た
は
持
参
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

※
郵
送
の
場
合
は
、
２
月
16
日
の
消
印
有

効
で
す
。

■
委
員
の
決
定
方
法

　

応
募
者
の
中
か
ら
適
任
と
思
わ
れ
る
方

を
選
考
し
、
本
人
に
直
接
通
知
し
ま
す
。

■
応
募
用
紙
請
求
・
提
出
・
問
い
合
わ
せ

〒
０
９
９
‐
０
４
９
２

遠
軽
町
１
条
通
北
３
丁
目
１
番
地
１

遠
軽
町
経
済
部
商
工
観
光
課

☎
42
‐
４
８
１
９

ま
た
は
各
支
所
産
業
課

生
田
原
支
所
☎
45
‐
２
０
１
２

丸
瀬
布
支
所
☎
47
‐
２
２
１
３

白
滝
支
所
☎
48
‐
２
２
１
２

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し

ま
す

　

林
野
庁
北
海
道
森
林
管
理
局
で
は
、
皆

様
に
国
有
林
の
役
割
や
現
状
等
を
ご
理
解

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
幅
広
い
意
見
を
お

伺
い
し
、
国
有
林
野
の
管
理
経
営
に
役
立

て
る
た
め「
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
」を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

依
頼
期
間
は
平
成
30
年
４
月
か
ら
平
成

32
年
３
月
ま
で
の
２
年
間
で
す
。
応
募
期

限
は
２
月
23
日（
金
）ま
で
で
、
応
募
資
格
、

応
募
方
法
等
の
詳
細
は
北
海
道
森
林
管
理

局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
北
海
道
森
林
管
理
局
企
画
課

☎
０
１
１
‐
６
２
２
‐
５
２
２
８

平
成
30
年
度

消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
を
募
集

し
ま
す

　

北
海
道
で
は
、
平
成
30
年
度
の
消
費
生

活
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
数　
１
人

■
応
募
資
格

・
町
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
方
で
、
日
常

生
活
の
た
め
の
商
品
及
び
サ
ー
ビ
ス
の

購
入
を
継
続
し
て
行
っ
て
い
る
方

・
原
則
と
し
て
、
北
海
道
が
主
催
す
る
消

費
生
活
モ
ニ
タ
ー
研
修
会
及
び
消
費
生

活
地
域
審
議
会
に
出
席
で
き
る
方

■
主
な
職
務

・
生
活
関
連
重
要
商
品
等
の
価
格
動
向
及

び
出
回
り
状
況
の
月
例
調
査
を
、
毎
月

10
日
前
後
に
行
う
こ
と
。

・
商
品
及
び
サ
ー
ビ
ス
の
表
示
等
に
つ
い

て
、
年
４
回
程
度
の
調
査
を
行
う
こ
と
。

・
年
１
回
程
度
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
す

る
こ
と
。

・
そ
の
他
必
要
に
応
じ
、
意
見
等
を
提
出

す
る
こ
と
。

■
任
期

　

平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
31
年
３

月
31
日
ま
で
。

■
謝
礼
金　
月
額
１
８
０
０
円（
予
定
）

■
申
込
期
間　
３
月
９
日（
金
）ま
で

申
込
問
商
工
観
光
課
☎
42
‐
４
８
１
９

申
込
・

問

　

問
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２
回（
２
士
任
用
後
）

■
休
日
休
暇　
週
休
２
日
制
、
祝
日
、
年

次
休
暇
、
年
末
年
始
等
の
特
別
休
暇
な　
　

ど

■
受
付
期
間　
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■
試
験
日︵
旭
川
市
内
︶

・
２
月
16
日（
金
）～
17
日（
土
）

・
３
月
９
日（
金
）～
10
日（
土
）

■
入
隊
時
期　
３
月
下
旬
～
４
月
上
旬

問
自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部
遠
軽
地
域

事
務
所（
岩
見
通
南
３
丁
目
）

☎
42
‐
６
６
１
６

ま
た
は
役
場
自
衛
官
募
集
窓
口

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金

保
育
所
運
営
事
業
に
活
用

　

本
町
で
は
、
平
成
29
年
度
の
電
源
立
地

地
域
対
策
交
付
金
９
５
９
万
７
千
円
を
、

町
立
保
育
所
の
保
育
士
の
人
件
費
に
充
て
、

貴
重
な
財
源
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
や
安
心
し

て
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
環
境
の
提
供
な

ど
、
充
実
し
た
保
育
事
業
に
よ
る
少
子
化

対
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
交
付
金
は
、
発
電
用
施
設

の
周
辺
地
域
に
お
け
る
公
共
施
設
の
整
備

や
地
域
活
性
化
事
業
に
よ
り
地
域
住
民
の

福
祉
の
向
上
を
図
り
、
発
電
用
施
設
の
設

置
及
び
運
転
の
円
滑
化
を
目
的
と
す
る
も

の
で
、
運
転
開
始
後
15
年
を
経
過
し
た
発

電
施
設
の
所
在
地
と
そ
の
周
辺
市
町
村
に

交
付
さ
れ
る
も
の
で
す
。

問
企
画
課
☎
42
‐
４
８
１
８

認知症カフェ

「はなカフェ inコスモス」
　このカフェは、認知症の方やその家族、認知症
に関心のある地域の方々などが気軽に交流できる
場です。
　軽い運動やレクリエーションなども行っていま
す。お気軽にお越しください。

■日時　２月24日（土）午後１時～３時
■場所　特別養護老人ホーム「花の苑」
■内容　「こんなまちだったら良いな」「こんなサー
ビスがあったら良いね」など、このまちで暮らして
いくのに何が必要か、みんなで考えてみませんか。
■参加料（お茶代）　300円
問遠軽町地域包括支援センター ☎42 ‐ 9988

救
命
講
習
の
ご
案
内

【
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
】

　

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
、
心
肺
蘇
生

法
の
講
習
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
。
講
習

で
は
Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）の

使
用
方
法
に
つ
い
て
も
実
習
を
行
い
ま
す
。

■
日
時

２
月
18
日（
日
）午
前
９
時
～
12
時

■
場
所　
遠
軽
地
区
広
域
組
合
消
防
署

■
内
容　
心
肺
蘇
生
法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用

方
法（
講
習
後
、
修
了
証
を
交
付
し
ま
す
）

■
対
象　
一
般
町
民

■
定
員　

20
人（
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
り
ま
す
）

■
受
講
料　
無
料

■
申
込
期
間　
２
月
９
日（
金
）～
16
日（
金
）

申
込
問
遠
軽
地
区
広
域
組
合
消
防
署

☎
42
‐
２
０
５
０

自
衛
官
候
補
生
を
募
集
し
て

い
ま
す

　
「
平
和
を
、
仕
事
に
す

る
」自
衛
官
候
補
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

■
募
集
職
種　
自
衛
官
候
補
生

■
身
分　
特
別
職
国
家
公
務
員

■
応
募
資
格　
日
本
国
籍
を
有
し
、
平
成

30
年
４
月
１
日
時
点
で
18
歳
以
上
27
歳
未

満
の
男
子
。

■
給
与
等　

月
額
13
万
８
０
０
円（
２
士

任
用
後
は
16
万
６
５
０
０
円
）

■
期
末
・
勤
勉
手
当　
６
月
と
12
月
の
年

※この広告は、広報紙の紙面を有効に活用し、町の財源確保と地域の活性化を図るための遠軽町の取組です。
広告主及び広告内容については、町が推奨するということではありません。

申
込
・

問

　

問
　

問

　

問
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※この広告は、広報紙の紙面を有効に活用し、町の財源確保と地域の活性化を図るための遠軽町の取組です。
広告主及び広告内容については、町が推奨するということではありません。

丸
瀬
布
・
白
滝
歯
科
診
療
所

歯
科
医
師
退
任
の
お
知
ら
せ

　

平
成
24
年
４
月
か
ら
丸
瀬
布
・
白
滝
地

域
で
歯
科
診
療
業
務
を
行
っ
て
き
た
田
村

直
歯
科
医
師
が
、
平
成
30
年
３
月
下
旬
を

も
っ
て
退
任
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

後
任
の
歯
科
医
師
に
つ
い
て
は
、
あ
ら

た
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
各
地
域
の
業
務
終
了
予
定

・
丸
瀬
布
歯
科
診
療
所　
３
月
下
旬

・
白
滝
歯
科
診
療
所　
２
月
末

※
退
任
準
備
の
た
め
休
診
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
丸
瀬
布
支
所
地
域
住
民
課

☎
47
‐
２
２
１
１

白
滝
支
所
地
域
住
民
課
☎
48
‐
２
２
１
１

丸
瀬
布
歯
科
診
療
所
☎
47
‐
２
５
０
３

白
滝
歯
科
診
療
所
☎
48
‐
２
８
２
８

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

費
用
助
成
の
手
続
は
お
済
み

で
す
か

　

町
で
は
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
を

受
け
た
費
用
の
全
額
、

も
し
く
は
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
ま

だ
手
続
を
し
て
い
な
い
対
象
者
の
方
は
、

期
限
ま
で
に
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
町
内
の
医
療
機
関
で
予
防
接
種

を
受
け
た
場
合
、
窓
口
で
助
成
分
を
差
し

引
い
て
料
金
を
支
払
っ
た
方
は
、
申
請
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
申
請
受
付
期
限　
２
月
28
日（
水
）

■
申
請
に
必
要
な
も
の

領
収
証
、
助
成
金
の
振
込
先
口
座
番
号

■
助
成
の
対
象
者

　

次
に
該
当
す
る
方
の
う
ち
、
町
外
の
医

療
機
関
で
予
防
接
種
を
受
け
た
方
、
ま
た

は
町
内
の
医
療
機
関
で
費
用
の
全
額
を
支

払
っ
た
方
。

・
生
活
保
護
世
帯
に
属
す
る
方

・
満
65
歳
以
上
ま
た
は
満
13
歳
未
満
の
方

申
込
問
保
健
福
祉
課（
げ
ん
き
21
）

☎
42
‐
４
８
１
３

ま
た
は
各
支
所
地
域
住
民
課

生
田
原
支
所
☎
45
‐
２
０
１
５

丸
瀬
布
支
所
☎
47
‐
２
２
１
１

白
滝
支
所
☎
48
‐
２
２
１
１

遠軽町旭川医科大学
医師養成確保修学資金

貸付者を募集します
　この制度は、地域医療を担う医師の養成確保
を図り、町民への安定的な医療提供体制を確立
するため、旭川医科大学の医学生を対象に修学
に必要な資金を貸付けするものです。
　なお、貸付けを受けた医学生には、遠軽町の
地域医療の現状を知ってもらうため、遠紋第二
次医療圏の地域センター病院である遠軽厚生病
院で臨床研修を一定の期間受けることを条件に、
貸付けした修学資金貸付金の返還を全額免除し
ます。
■貸付対象者
旭川医科大学医学部医学科の在学生
■平成30年度募集人員　各学年２人程度
■貸付金額　月額５万円
■貸付条件　医師国家試験合格後、遠軽町が指
定する医療機関で初期臨床研修を２年、後期臨
床研修を２年以上受けいただくことを条件に、
修学資金の返還を全額免除します。
■申込方法
　４月25日（水）必着で、次の書類を提出してく
ださい。（郵送で提出できます）
①医師養成確保修学資金貸付申請書
②誓約書
③戸籍抄本等
④在学証明書
⑤地域医療に対する考え、貸付を希望する動機
等の800字程度のレポート

■その他
　不明な点や詳細は、お問い合わせください。
　なお、この制度の募集要項及び申請書類関係
は、保健福祉課（げんき21）に備えているほか、
町ホームページからダウンロードできます。
申込問保健福祉課（げんき21）☎42 ‐ 4813

申
込
・

問

申込・問

　

問
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■基本的な接種スケジュール
１期（３回）「７歳６か月未満」または「９歳以上13歳未満」の間に接種します。
２期（１回）「９歳以上13歳未満」の間に接種します。
※13歳以上から接種を開始する場合、20歳になる前日までに可能な限りの回数を接種します。

区分 対象 案内

平成30年度接種対象の方
（新規）

平成21年４月２日～平成22年４月１日生まれ
※生まれた年月によって接種回数が異なります。

平成30年３月に郵便で案内す
る予定です。
案内が届かない場合はお知ら
せください。平成12年４月２日～平成14年４月１日生まれ

※20歳になる前日まで接種可能です。

平成29年度から接種対象で、
平成30年度も接種可能な方

平成23年４月１日～平成24年４月30日生まれ
※１期を7歳6か月未満、２期を9歳以上13歳未満の間に接種します。

すでに郵便で案内しています。
案内が届いていない方はお知
らせください。
予約は随時受付中です。

平成19年４月２日～平成21年４月１日生まれ
※9歳以上13歳未満の間に接種可能です。

平成11年４月２日～平成12年４月１日生まれ
※20歳になる前日まで接種可能です。

平成28年度から接種対象で、
平成30年度も接種可能な方

平成24年５月１日～平成25年３月31日生まれ
※１期を7歳6か月未満、２期を9歳以上13歳未満の間に接種します。

すでに郵便で案内しています。
案内が届いていない方はお知
らせください。
予約は随時受付中です。平成10年４月２日～平成11年４月１日生まれ

※20歳になる前日まで接種可能です。

■接種医療機関・予約方法

医療機関 接種曜日・時間 予約受付（土日・休日は除く） 予約先

みずしま内科
クリニック

月～水・金曜日　午後１時30分～４時
土曜日　午前8時30分～11時 接種希望日の２週間前まで

保健福祉課（げんき21）
はやかわ
クリニック

月～水・金曜日
午前8時30分～11時・午後２時～５時
木・土曜日　午前８時30分～11時

接種希望日の２週間前まで
※対象は小学生以上

まるせっぷ厚生
クリニック

第３金曜日
午前11時30分～11時50分 接種希望日の前週の水曜日午前中まで 丸瀬布支所地域住民課

生田原診療所 第４火曜日
午後１時30分～４時30分 接種希望日の１週間前まで 保健福祉課（げんき21）・

生田原支所地域住民課

白滝診療所
火～木曜日
午前９時30分～11時30分
午後２時～４時30分

接種希望日の２週間前まで 保健福祉課（げんき21）・
白滝支所地域住民課

※必ず事前予約が必要です。
※接種人数に限りがあります。定員に達した時点で締め切りますのでご了承ください。

「日本脳炎」予防接種　定期予防接種として実施されています

問保健福祉課（げんき21）☎42 ‐ 4813
または各支所地域住民課　生田原支所☎45 ‐ 2015　丸瀬布支所☎47 ‐ 2211　白滝支所☎48 ‐ 2211

　北海道ではこれまで、日本脳炎の患者の発生が40年
以上なく、感染を媒介するコガタアカイエカという蚊
も生息していないため、定期予防接種を実施していま
せんでした。しかし、道民が日本脳炎の発生している
道外・海外へ行き来する機会が増え、日本脳炎に感染
する可能性が高まっているため、平成28年4月から定

期予防接種として実施されています。
　今まで接種ができなかった「特例措置接種対象」の方
で、平成30年度から接種が開始となる対象年齢の方は
下の表をご確認の上、接種してください。
　また、平成28年度から接種対象になっていて、まだ
接種していない方も継続して予約を受け付けています。

　

問

◆経過措置接種のご案内◆



18平成30年２月号

Ｆ
Ｉ
Ｓ（
国
際
ス
キ
ー
連
盟
）公
認

フ
ァ
ー
イ
ー
ス
ト
カ
ッ
プ

２
０
１
８
が
開
催
さ
れ
ま
す

　

Ｆ
Ｉ
Ｓ
公
認
の
ア
ル

ペ
ン
ス
キ
ー
大
会「
Ｆ

Ｉ
Ｓ
フ
ァ
ー
イ
ー
ス
ト

カ
ッ
プ
２
０
１
８　

ア

ト
ミ
ッ
ク
カ
ッ
プ
・
遠

軽
信
用
金
庫
杯
・
デ
サ

ン
ト
カ
ッ
プ
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
大
会
は
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
出
場

権
を
得
る
た
め
の
前
哨
戦
の
ひ
と
つ
で
あ

り
、
日
本
を
は
じ
め
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
東
ア

ジ
ア
圏
各
国
か
ら
多
く
の
ア
ル
ペ
ン
ス
キ

ー
選
手
が
出
場
し
ま
す
。

　

国
際
レ
ベ
ル
の
一
流
選
手
に
よ
る
ス
キ

ー
競
技
を
間
近
に
見
ら
れ
る
絶
好
の
機
会

で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
声
援
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
３
月
５
日（
月
）～
７
日（
水
）

各
日
と
も
午
前
９
時
競
技
開
始

■
会
場

え
ん
が
る
ロ
ッ
ク
バ
レ
ー
ス
キ
ー
場

問
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

☎
42
‐
２
１
９
１

「
え
ん
が
る
マ
ナ
ビ
ィ
情
報
」

掲
載
団
体
を
募
集
し
ま
す

　

町
教
育
委
員
会
で
は
、
町
内
で
生
涯
学

習
に
取
り
組
ん
で
い
る
団
体
や
サ
ー
ク
ル

な
ど
を
広
く
紹
介
し
、
新
規
会
員
の
加
入

な
ど
団
体
活
動
の
支
援
を
目
的
と
し
た
情

報
紙「
え
ん
が
る
マ
ナ
ビ
ィ
情
報
」を
発
行

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
平
成
30
年
度
版
の
作
成
に

あ
た
り
、
掲
載
を
希
望
す
る
新
規
団
体
や

サ
ー
ク
ル
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
期
間　
２
月
16
日（
金
）ま
で

■
申
込
方
法

　

電
話
で
掲
載
を
希
望
す
る
と
お
伝
え
く

だ
さ
い
。
後
日
、
情
報
を
記
入
し
て
い
た

だ
く
返
信
用
は
が
き
を
お
送
り
し
ま
す
。

■
そ
の
他

　

平
成
29
年
度
版
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
団

体
や
サ
ー
ク
ル
に
は
、
掲
載
内
容
を
確
認

す
る
た
め
別
途
案
内
を
お
送
り
し
ま
す
。

申
込
問
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

☎
42
‐
２
１
９
１

雪
と
林
と
風
の
道

第
₂₂
回
森
林
浴
・
歩
く
ス
キ

ー
と
語
る
夕
べ
の
ご
案
内

【
語
る
夕
べ
講
演
会
】

■
日
時

３
月
10
日（
土
）午
後
３
時
～
５
時
30
分

■
会
場　
丸
瀬
布
中
央
公
民
館

■
講
師
・
演
題

・
東
京
大
学
名
誉
教
授　
月
尾
嘉
男
氏

　
「
地
域
か
ら
変
革
す
る
日
本
」

・
一
般
財
団
法
人
Ｃ
ｌａ
ｓ
ｓ
ｉｃ　

ｆｏ
ｒ　

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
代
表
理
事　
中
澤
宗
幸
氏　

「
津
波
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
制
作
」

・
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト　
中
澤
き
み
子
氏

「
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
演
奏
」

※
入
場
料
、
申
込
み
は

　

不
要
で
す
。

【
森
林
浴
・
歩
く
ス
キ
ー
】

■
日
時　
３
月
11
日（
日
）

午
前
８
時
30
分　

受
付

午
前
８
時
50
分　

ス
タ
ー
ト
地
点
へ
移
動

午
前
９
時
30
分　

歩
く
ス
キ
ー
ス
タ
ー
ト

※
タ
イ
ム
レ
ー
ス
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
コ
ー
ス　
丸
瀬
布
上
武
利
地
区
の
林
道

を
使
用
し
た
特
設
コ
ー
ス

■
定
員　
１
０
０
人

■
参
加
料︵
昼
食
・
入
浴
料
を
含
む
︶

中
学
生
以
上　

２
５
０
０
円

小
学
生　

１
０
０
０
円

■
申
込
み　
２
月
23
日（
金
）ま
で

申
込
問
実
行
委
員
会（
丸
瀬
布
支
所
産
業

課
内
）☎
47
‐
２
２
１
３

生田原温泉ホテルノースキング

大浴場等の臨時休業のお知らせ
　温水ボイラー更新工事のため、次の日程で大浴場な
ど一部の施設が利用できません。皆様にはご迷惑をお
掛けしますが、ご理解いただきますようお願いします。
　なお、洋室の宿泊及びレストラン、売店は、通常ど
おり利用できます。
■臨時休業日　２月５日（月）
■臨時休業する施設　大浴場、岩盤浴、和室での宿泊
問生田原温泉ホテルノースキング☎45 ‐ 2336

剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

小
中
学
生
を
対
象
に
団
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
小
学

校
就
学
前
の
お
子
さ
ん
は
、

そ
れ
ぞ
れ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
遠
軽
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
】

・
練
習
日
︙
毎
週
火
・
木
曜
日

・
場
所
︙
遠
軽
町
武
道
館

・
時
間
︙
午
後
６
時
～
８
時

申
込
問
鴻
上
智
子
☎
42
‐
０
５
５
１

【
丸
瀬
布
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
】

・
練
習
日
︙
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

・
場
所
︙
丸
瀬
布
武
道
館

・
時
間
︙
午
後
６
時
～
８
時

申
込
問
小
玉
浩
史
☎
47
‐
２
３
７
６

【
白
滝
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
】

・
練
習
日
︙
毎
週
月
・
木
曜
日

・
場
所
︙
白
滝
中
学
校
体
育
館

・
時
間
︙
午
後
６
時
～
８
時

申
込
問
佐
藤
幸
作
☎
48
‐
２
５
８
２

安
全
な
釣
り
を
楽
し
む
た
め
に

  

冬
季
間
の
岸
壁
は
滑
り
や
す
く
、
サ
ロ

マ
湖
氷
上
は
氷
の
薄
い
場
所
や
春
先
の
融

け
始
め
な
ど
で
落
水
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
釣
り
を
す
る
際
に
は
、
転
落
や

落
水
に
十
分
注
意
し
、
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー

を
守
り
、
安
全
な
釣
り
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

問
紋
別
海
上
保
安
部

☎
０
１
５
８
‐
２
７
‐
５
２
５
０

申
込
・

問

　

問

　

問

申
込
・

問

　

問

申
込
・

問

申
込
・

問

申
込
・

問



19 平成30年２月号

都
市
鉱
山
か
ら
つ
く
る
！

み
ん
な
の
メ
ダ
ル
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト

　

２
０
２
０
年
に
東
京
で
開
催
さ
れ
る
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大

会
の
入
賞
メ
ダ
ル
に
、
不
要
と
な
っ
た
小

型
家
電
に
含
ま
れ
る
リ
サ
イ
ク

ル
金
属
が
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

全
国
の
自
治
体
が
小
型
家
電

の
回
収
で
協
力
す
る
こ
と
に
な

り
、
遠
軽
町
も
携
帯
電
話
と
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
対
象
に
回
収

を
行
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
回
収
場
所

　

遠
軽
町
役
場
１
階
ロ
ビ
ー
に
設
置
し
て

い
る
、
専
用
回
収
ボ
ッ
ク
ス
に
投
函
す
る

か
、
各
支
所
地
域
住
民
課
窓
口
に
直
接
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

■
回
収
の
際
の
注
意
事
項

・
必
ず
内
部
デ
ー
タ
を
初
期
化
し
、
個
人

情
報
等
の
消
去
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

・
一
度
回
収
し
た
も
の
は
返
却
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
住
民
生
活
課
☎
42
‐
４
８
１
２

ま
た
は
各
支
所
地
域
住
民
課

生
田
原
支
所
☎
45
‐
２
０
１
１

丸
瀬
布
支
所
☎
47
‐
２
２
１
１

白
滝
支
所
☎
48
‐
２
２
１
１

みんなのメダルプロジェクト 検索

ホームページ検索

２
０
１
８
遠
軽
地
区
・
湧
別
地
区

林
業
合
同
説
明
会
を
開
催
し

ま
す

　

遠
軽
町
及
び
湧
別
町

は
、
面
積
の
約
８
割
が

森
林
で
、
こ
の
豊
か
な

森
林
資
源
を
生
か
し
た

山
づ
く
り
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
最
近
は
山
で
働
く
人
材
不
足

が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
林
業
の
仕

事
を
広
く
知
っ
て
い
た
だ
き
、
森
林
を
守

り
育
て
る
担
い
手
の
確
保
を
図
る
た
め
、

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

近
年
は
、
林
業
に
興
味
を
持
っ
て
働
く

若
い
女
性
の
方
が
増
え
て
お
り
、
実
際
に

働
い
て
い
る
女
性
に
よ
る
体
験
談
な
ど
の

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
も
開
催
し
ま
す
。

　

多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

■
日
時　
２
月
18
日（
日
）

午
後
１
時
30
分
～
４
時（
午
後
１
時
開
場
）

■
開
場　
ホ
テ
ル
サ
ン
シ
ャ
イ
ン

■
内
容

・
林
業
の
概
要
説
明　

・
参
加
企
業
に
よ
る
就
業
内
容
説
明

・
若
手
女
性
林
業
従
事
者
に
よ
る
ト
ー
ク

シ
ョ
ー

■
対
象
者　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

■
そ
の
他　
参
加
費
無
料
、
申
込
み
不
要

で
、
当
日
の
入
退
場
は
自
由
で
す
。

問
農
政
林
務
課
☎
42
‐
４
８
１
６

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
遠
軽
町
体
育
協
会

運
動
教
室
の
お
知
ら
せ

【
第
４
期
町
民
水
泳
指
導
】

■
日
時　

２
月
９
日
～
3
月
16
日（
毎
週

金
曜
日　

全
６
回
）

午
前
10
時
～
11
時
30
分

■
場
所　
え
ん
が
る
温
水
プ
ー
ル

■
対
象
及
び
定
員　
一
般
町
民
の
方

■
受
講
料　
無
料

※
施
設
利
用
料
が
か
か
り
ま
す
。

■
申
込
み　

事
前
申
込
み
は
不
要
で
す
。

指
導
日
当
日
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
途
中

か
ら
の
参
加
も
受
け
付
け
ま
す
。

※
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
は
加
入
し
ま
せ

ん
の
で
、
け
が
等
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
込
問
え
ん
が
る
温
水
プ
ー
ル

☎
49
‐
９
５
０
０

　オホーツク管内の18市町村で組織する「オホーツクイメージ戦略推進委員会」
では、地域の魅力を発信する事業を行っています。
　「オホーツク」は、世界自然遺産知床や日本ジオパークネットワーク認定の白滝ジオ
パークをはじめ、類いまれなる自然を有するとともに、農業生産額が全道２位、漁業
生産額が全道１位と、日本の食糧基地として豊かな食資源を誇り、さらに、木材・木
製品出荷額も全道１位と、多面的な魅力を持つエリアです。
　また、「クール」は、涼しい・爽やか・かっこいいなどの意味として使われる、オホ
ーツクにぴったりの言葉です。

　このたび、この２つを組み合わせた「オホーツクール」を新イメージコンセプ
トとして作成しました。このコンセプトを軸にさまざまな取組みを実施してい
きますので、皆様にもオホーツクの一員としてご協力をお願いします。

オホーツクイメージ発信事業

　オホーツクの認知度向上・浸
透、ブランド化への趣旨にご賛
同いただける方は、ロゴタイプ
を使用することができます。使
用方法などはお問い合わせくだ
さい。問企画課42‐ 4818

　オホーツクの魅力を発信するさまざまな
キャンペーンを実施しています。詳しくは
ホームページをご覧ください。

オホーツクール 検索

ホームページ検索

申
込
・

問

　

問

　

問

　

問



20平成30年２月号

２
月
７
日
は
北
方
領
土
の
日

　

わ
が
国
固
有
の
領
土
で
あ
る
歯
舞
群
島
、

色
丹
島
、
国
後
島
及
び
択
捉
島
か
ら
な
る

北
方
四
島
の
早
期
返
還
の
実
現
に
つ
い
て

は
、
道
民
は
も
と
よ
り
国
民
の
長
年
に
わ

た
る
悲
願
で
す
。

　

北
海
道
で
は
、
２
月
７
日
の「
北
方
領

土
の
日
」を
中
心
に
、
１
月
21
日
か
ら
２

月
20
日
ま
で
を「
北
方
領
土
の
日
特
別
啓

発
期
間
」と
定
め
、
市
町
村
や
関
係
団
体

と
の
連
携
の
下
に
、
一
層
強
力
に
北
方
領

土
問
題
の
啓
発
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

■
実
施
主
体

北
海
道
、
市
町
村
、
独
立
行
政
法
人
北
方

領
土
問
題
対
策
協
会
、
公
益
社
団
法
人
北

方
領
土
復
帰
期
成
同
盟
、
公
益
社
団
法
人

千
島
歯
舞
諸
島
居
住
者
連
盟

平
成
30
年
オ
ホ
ー
ツ
ク
農
業

新
技
術
セ
ミ
ナ
ー
の
ご
案
内

　

北
見
農
業
試
験
場
な
ど
が
研
究
開
発
し

た
新
品
種
や
新
技
術
を
速
や
か
に
公
表
し
、

オ
ホ
ー
ツ
ク
地
域
の
多
く
の
方
々
に
活
用

し
て
い
た
だ
く
た
め
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
農
業

新
技
術
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　

新
品
種
や
新
技
術
の
ほ
か
、
地
域
に
お

け
る
ト
ピ
ッ
ク
ス
な
ど
も
紹
介
し
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時

２
月
27
日（
火
）午
後
１
時
～
４
時

■
場
所　
北
見
市
端
野
町
公
民
館

■
入
場
料　
無
料

問
北
海
道
立
総
合
研
究
機
構
北
見
農
業
試

験
場
☎
０
１
５
７
‐
４
７
‐
２
２
５
２

■無期転換ルールとは
　有期労働契約が反復更新されて通算５年を超えたとき、労働者の申し
込みにより、期間の定めのない労働契約（無期労働契約）に転換できるル
ールです。
【平成25年４月開始で契約期間が１年の場合の例】

■事業主の皆様へのお願い
　導入に伴い、有期雇用労働者が無期労働契約への転換前に雇止めとな
る場合が増加するのではないかとの心配があります。
　無期転換ルールの適用を避けることを目的として、無期転換申込権が
発生する前に雇止めをすることは労働契約法の趣旨に照らして望ましい
ものではありません。
　雇用の安定に伴う労働者の意欲・能力の向上や優秀な人材の確保など、
メリットをご理解いただき、適切に対応するようお願いします。
　なお、厚生労働省の支援策や、先進的な企業事例、モデル就業規則な
どを掲載していますので、詳しくは
ホームページをご覧ください。
問北海道労働局雇用環境・均等部指導課
☎011 ‐ 709 ‐ 2715

無期転換サイト 検索

ホームページ検索

無期転換ルールが始まります平成30年4月から

架空請求詐欺にご注意ください
こんなはがきが届いていませんか？

　このような内容のはがきが届いたという相談
が多数寄せられています。これは、財産の差し
押さえを強制的に執行する等と不安をあおり、
本人からの連絡を求めるものになっており、書
かれている電話番号に連絡すると、弁護士等の
紹介費用と称し金銭を要求されます。
　身に覚えのない料金を請求された
ら、それは詐欺です。一人で悩まず、
まずは警察に相談してください。
問遠軽警察署☎42 ‐ 0110

消費料金に関する
訴訟最終告知のお知らせ

　この度、ご通知致しましたのは、貴方の利用さ
れていた契約会社、もしくは運営会社側から契約
不履行による民事訴訟として、訴状が提出されま
した事を改めて告知致します。
　管理番号（わ）２９４訴訟取り下げ最終期日を経
て訴訟を開始させていただきます。
　また、このままご連絡なき場合は、原告側の主
張が全面的に受理され、執行官立ち合いの下、給
与等の差し押さえ及び、動産、不動産物の差し押
さえを強制的に執行させていただきますので…

紹介費用と称し金銭を要求されます。
　身に覚えのない料金を請求された
ら、それは詐欺です。一人で悩まず、

ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た

■
町
へ︵
か
っ
こ
内
目
的
︶

・
丸
瀬
布
西
町　

矢
久
保
正
信
様

堆
雪
場
と
し
て

宅
地
・
雑
種
地　

９
２
７
・
68
㎡

・
大
通
北
６
丁
目　

長
屋
幸
子
様

亡
き
夫
が
生
前
、
町
に
お
世
話
に
な
っ

た
お
礼
と
し
て

５
万
円（
ま
ち
づ
く
り
振
興
資
金
）

・
東
町
３
丁
目　

佐
藤
幸
紀
様

亡
き
父
が
生
前
、
町
に
お
世
話
に
な
っ

た
お
礼
と
し
て

10
万
円（
ま
ち
づ
く
り
振
興
資
金
）

■
ふ
る
さ
と
寄
附
金

平
成
29
年
度
累
計（
12
月
末
現
在
）

７
９
４
件　

１
０
６
９
万
１
千
円

※
う
ち
、
い
こ
い
の
森
災
害
復
旧
資
金
分

　

19
件　

49
万
円

　

問

　

問

　

問
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国民年金のお問い合わせは　北見年金事務所☎0157 ‐ 25 ‐ 9635　住民生活課☎42 ‐ 4812
または各支所地域住民課　生田原支所☎45 ‐ 2011　丸瀬布支所☎47 ‐ 2211　白滝支所☎48 ‐ 2211

年金事務相談を　　　
　　ご利用ください

　北見年金事務所では、２か月に１回年金事務相
談を開催し、年金相談や手続を行っています。
　予約制で行いますので、利用される方は相談日
の１か月前から１週間前までにご予約ください。
日時や場所は、次のとおりです。皆さん、どうぞ
ご利用ください。
　なお、相談の際は、予約後に送付される予約票
等をご持参ください。
■日時　３月20日（火）
　　　　午前10時～午後３時30分
※次回の相談日は５月15日（火）です。
■場所　げんき21
■予約・問い合わせ
　北見年金事務所お客様相談室
　☎0157 ‐ 33 ‐ 6007
　☎0157 ‐ 33 ‐ 6008
※音声ガイダンスに従って「お客様相談室」につな
いでください。

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
を
お
送

り
し
て
い
ま
す

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
国
民
年
金
及

び
厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
の
方
に

対
し
て
、
年
金
加
入
記
録
を
ご
確
認
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
年
金
制
度
に
対
す

る
ご
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
毎

年
１
回
、
誕
生
月
に「
ね
ん
き
ん
定
期

便
」を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

　

35
歳
、
45
歳
、
59
歳
の
方
に
は「
封

書
」の「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」を
、
そ
れ

以
外
の
方
に
は
は
が
き
の「
ね
ん
き
ん

定
期
便
」を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

　

ね
ん
き
ん
定
期
便
で
は
、
次
の
項
目

に
つ
い
て
通
知
さ
れ
ま
す
。

■
全
員
に
記
載
さ
れ
る
情
報

①
こ
れ
ま
で
の
年
金
加
入
期
間

②
50
歳
未
満
の
方
に
は
加
入
実
績
に
応
じ

た
年
金
見
込
額
、
50
歳
以
上
の
方
に
は
、

ね
ん
き
ん
定
期
便
作
成
時
点
に
加
入
し

て
い
る
年
金
制
度
に
、
引
き
続
き
加
入

し
た
場
合
の
将
来
の
年
金
見
込
額
を

表
示
し
て
い
ま
す
。（
年
金
受
給
中
の

方
に
は
年
金
見
込
額
は
通
知
さ
れ
ま
せ

ん
）

③
こ
れ
ま
で
の
保
険
料
納
付
額

④
保
険
料
納
付
額
の
月
別
状
況

■
35
歳
・
45
歳
・
59
歳
の
方
に
追
加
で

記
載
さ
れ
る
情
報

①
こ
れ
ま
で
の
加
入
履
歴

②
厚
生
年
金
保
険
の
標
準
報
酬
月
額

　

ね
ん
き
ん
定
期
便
に
関
す
る
お
問
い

気になる
ことは…

合
わ
せ
は
、
ね
ん
き
ん
定
期
便
専
用
ダ

イ
ヤ
ル
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
ね
ん
き
ん
定
期
便
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
‐
０
５
８
‐
５
５
５

※
０
５
０
か
ら
始
ま
る
電
話
で
お
か
け

　

に
な
る
場
合

　

☎
０
３
‐
６
７
０
０
‐
１
１
４
４

■
利
用
で
き
る
曜
日
と
時
間

・
月
～
金
曜
日　
午
前
９
時
～
午
後
７
時

・
第
２
土
曜
日　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

学
生
納
付
特
例
制
度
の
承
認

期
間
に
つ
い
て

　

学
生
納
付
特
例
制
度
の
承
認
期
間
は

４
月（
ま
た
は
満
20
歳
の
誕
生
月
）か
ら

翌
年
３
月
ま
で
で
す
。

　

平
成
29
年
度
に
学
生
納
付
特
例
の
承

認
を
受
け
た
方
で
、
平
成
30
年
度
以
降

に
卒
業
予
定
の
場
合
、
日
本
年
金
機
構

か
ら「
国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付
特

例
申
請
書
」（
は
が
き
形
式
の
も
の
）が

郵
送
さ
れ
ま
す
。
必
要
事
項
を
記
入
し
、

返
送
す
る
こ
と
で
、
平
成
30
年
度
の
学

生
納
付
特
例
の
手
続
が
で
き
ま
す
。

※
在
学
す
る
学
校
や
卒
業
予
定
月
な
ど
、

当
初
申
請
し
た
内
容
に
変
更
が
あ
る

場
合
は
、
役
場
の
年
金
担
当
窓
口
で
、

再
度
申
請
手
続
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

ご
不
明
な
点
は
、
北
見
年
金
事
務
所
、

役
場
住
民
生
活
課
、
ま
た
は
各
支
所

地
域
住
民
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

国民年金保険料の　　　
口座振替と前納について
　国民年金保険料は、日本年金機構から送付され
る納付書により、金融機関や郵便局、コンビニエ
ンスストアなどで納めていただくことになってい
ますが、預貯金の口座から毎月自動的に引き落と
す「口座振替」もご利用いただけます。
　口座振替を希望する方は、事前に手続が必要と
なりますので、北見年金事務所、住民生活課また
は各支所地域住民課へお問い合わせください。
　口座振替には、本来の納期限に振替する翌月末
振替のほか、保険料が割引になる当月末振替（早
期）や、まとめて前払いする前納もできます。保険
料の前納には、６か月前納や１年前納のほか、割
引額の大きい２年前納もあります。
　なお、新たに平成30年度の保険料の前納を希望
する場合は、平成30年２月末日までに手続が必要
となりますので、早めに手続をしてください。
※平成30年度の保険料は平成30年２月下旬に決定されます。

ご利用ください
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商
工
観
光
課

中な
か

野の

由ゆ

り里
　隊
員

　

こ
ん
に
ち
は
。
早
い
も
の
で
、
移
住

し
て
か
ら
ち
ょ
う
ど
１
年
半
が
経
ち
、

協
力
隊
員
２
年
目
の
任
期
も
終
わ
ろ
う

と
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
、
町
内
の
農
村
女
性
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク「
き
ら
め
く
翼
」の
道
内
研
修
に

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
鶴
居
村
の

「
フ
ァ
ー
ム
レ
ス
ト
ラ
ン　

ハ
ー
ト
ン

ツ
リ
ー
」と
、
標
茶
町
の「
千
葉
牧
場
」

を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

ハ
ー
ト
ン
ツ
リ
ー
で
は
、「
酪
農
家

の
応
援
団
に
な
り
た
い
」と
い
う
オ
ー

ナ
ー
の
方
の
思
い
が
詰
ま
っ
た
手
作
り

ラ
ン
チ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

レ
ス
ト
ラ
ン
以
外
に
も
、
ゲ
ス
ト
ハ

ウ
ス
や
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
メ
ニ
ュ
ー
が

あ
り
、
私
は「
ス
ト
リ
ン
グ
チ
ー
ズ
作

り
」を
体
験
し
ま
し
た
。
作
業
自
体
は
、

成
形
の
み
を
行
う
簡
単
な
も
の
で
し
た

が
、
包
装
し
て
手
書
き
の
ラ
ベ
ル
を
作

る
な
ど
、
参
加
者
が
楽
し
め
る
工
夫
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
お
土
産
に
も

最
適
で
、
道
の
駅
の
体
験
メ
ニ
ュ
ー
に

も
生
か
せ
る
ポ
イ
ン
ト
が
多
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
千
葉
牧
場
で
は
、
従
業
員
が

や
る
気
を
持
っ
て
長
く
勤
め
て
く
れ
る

職
場
づ
く
り
を
目
指
し
て
行
っ
て
い
る

「
コ
ー
チ
ン
グ
」に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
い
つ
ま
で
に
と
い
う「
目

標
」を
持
つ
こ
と
で
、
今
や
る
べ
き
こ

と
が
見
え
て
く
る
、
と
い
う
お
話
が
心

に
残
り
ま
し
た
。
牧
場
経
営
の
中
で
の

お
話
で
し
た
が
、
ど
の
仕
事
に
お
い
て

も
必
要
な
内
容
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

ど
ち
ら
の
研
修
先
も
、
オ
ー
ナ
ー
の

方
の
思
い
や
こ
だ
わ
り
が
た
く
さ
ん
詰

ま
っ
た
と
て
も
す
て
き
な
場
所
で
、
大

変
有
意
義
な
研
修
で
し
た
。
学
ん
だ
こ

と
を
今
後
の
活
動
に
生
か
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
き
ら
め
く
翼
や
農
業
改
良
普

及
セ
ン
タ
ー
の
皆
さ
ん
と
交
流
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
時
間
は
と
て
も
貴
重
な
時

間
と
な
り
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▶
手
づ
く
り
チ
ー
ズ
。
手
書
き
の
ラ
ベ
ル
で
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
感
が
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。

　

内
容
は
、
北
海
道
内
の
エ
ゾ
シ
カ
捕

獲
事
例
の
現
状
と
課
題
、
小
型
囲
い
わ

な
の
紹
介
、
現
地
実
習
に
て
わ
な
の
使

い
方
に
つ
い
て
参
加
者
全
員
で
知
識
や

技
術
を
習
得
し
ま
し
た
。
遠
軽
町
で
学

ん
だ
事
例
を
全
道
各
地
で
生
か
し
、
少

し
で
も
鳥
獣
被
害
問
題
の
減
少
に
つ
な

が
れ
ば
と
強
く
思
い
ま
す
。

　

開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
何
度
も
集

ま
っ
て
打
ち
合
わ
せ
や
現
場
確
認
な
ど

準
備
を
し
て
き
ま
し
た
。
参
加
者
の
方

や
研
究
者
の
方
か
ら「
非
常
に
有
意
義

な
研
修
だ
っ
た
」と
声
を
か
け
て
い
た

だ
き
、
そ
の
苦
労
が
少
し
報
わ
れ
た
気

が
し
ま
し
た
。
参
加
者
や
関
係
者
の
皆

さ
ん
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
今
後
も

鳥
獣
被
害
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
遠
軽
町
に
着
任
し
て
１
年
10

か
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
協
力
隊
の
任
期

も
残
り
１
年
ほ
ど
に
な
り
ま
し
た
が
、

や
り
残
し
た
事
も
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、

引
き
続
き
活
動
を
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
12
月
５
日
に
丸
瀬
布
地
域

で
開
催
さ
れ
た
、
エ
ゾ
シ
カ
小
型
囲
い

わ
な
の
研
修
会
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま

す
。

　

こ
の
研
修
は
、
北
海
道
立
総
合
研
究

機
構
環
境
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
と
、
エ

ゾ
シ
カ
森
林
被
害
対
策
連
絡
会
が
主
催

し
、
私
た
ち
遠
軽
町
役
場
関
係
職
員
が

お
手
伝
い
を
し
ま
し
た
。

　

丸
瀬
布
地
域
で
は
、
こ
れ
ま
で
囲
い

わ
な
を
活
用
し
た
エ
ゾ
シ
カ
対
策
を

行
っ
て
お
り
、
昨
年
度
は
道
内
で
も
導

入
例
が
少
な
い
新
型
囲
い
わ
な
を
利
用

し
て
い
た
と
こ
ろ
、
研
究
機
関
な
ど
か

ら
そ
の
取
り
組
み
が
高
く
評
価
さ
れ
、

今
回
の
研
修
会
が
開
催
さ
れ
る
運
び
に

な
り
ま
し
た
。

　

研
修
会
に
は
、
全
道
各
地
の
市
町
村

職
員
、
北
海
道
庁
や
振
興
局
職
員
、
森

林
管
理
署
職
員
、
捕
獲
業
務
を
行
っ
て

い
る
一
般
事
業
者
な
ど
、
遠
く
は
函
館

市
か
ら
約
１
２
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

農
政
林
務
課

金か
ね

丸ま
る

太た

一い
ち

　隊
員

▶
丸
瀬
布
支
所
産
業
課
の
取
組
み
が
評
価
さ

れ
ま
し
た
。



【問い合わせ】白滝ジオパーク交流センター／埋蔵文化財センター 

☎48‐ 2
ジ

0
オ

2
ジ

0
オ

　FAX 48‐2374　電子メール　geo@engaru.jp
ホームページ　http://geopark.engaru.jp/平成30年２月号23

　地名や大地の成り立ちを調べると、
異なる地域の間に共通点があることが
わかります。遠軽町の名前の由来と
なった「インカルシ」という地名は、北
海道のジオパークの仲間である「アポ
イ岳ユネスコ世界ジオパーク」にも存
在します。
　アポイ岳ジオパークの「インカルシ」
は、海岸線のエンルム岬と呼ばれる岬
の一番高いところを指す地名で、遠軽
と同様にその上から周囲を見渡すこと
ができる場所です。「インカルシ」のよ
うに、異なる地域に存在する似通った
地名を調べてみるのも面白いかもしれ
ません。
　アポイ岳ジオパークの見どころであ
るアポイ岳は、世界的にも珍しい「か
んらん岩」という岩石でできています。
かんらん岩とは、地球の内部にある
「マントル」と呼ばれる部分をつくって
いる岩石で、アポイ岳はこの地球の内
部がめくれ上がってできた、世界的に

伊
道
」を
提
案
し
ま
し
た
。

　

武
四
郎
は
、
現
在
の
音
威
子
府
村
を

訪
れ
た
際
に
、
ア
イ
ヌ
の
長
老
か
ら

「
カ
イ
」と
は「
こ
の
地
に
生
ま
れ
た
者
」

と
い
う
意
味
の
言
葉
で
あ
る
と
聞
い
た
、

と
記
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
こ
の「
カ

イ
」に
古
い
文
献
か
ら「
加
伊
」の
漢
字

を
当
て
提
案
の
１
つ
と
し
ま
し
た
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
武
四
郎
が
提
案
し
た

「
北『
加
伊
』道
」に
は
、
北
海
道
は
ア
イ

ヌ
民
族
の
大
地
で
あ
る
、
と
い
う
思
い

が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

ア
イ
ヌ
語
地
名
が
由
来
と
な
っ
て
い

る「
え
ん
が
る
」。
白
滝
ジ
オ
パ
ー
ク
で

は
こ
の
町
名
を
誇
り
に
、
町
の
歴
史
を

紡
い
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

町
の
シ
ン
ボ
ル
瞰
望
岩
。
町
名
の
由

来
と
な
っ
た
こ
の
大
岩
を
、
白
滝
ジ
オ

パ
ー
ク
で
は「
イ
ン
カ
ル
シ
」と
呼
称
、

表
記
す
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
こ
の
場
所
を
先
住
民
族
で
あ
る

ア
イ
ヌ
の
人
々
が「
眺
め
る
」「
い
つ
も
」

「
す
る
と
こ
ろ
」と
い
う
意
味
の「
イ
ン

カ
ル
シ
」と
呼
び
、
と
て
も
重
要
な
場

所
と
し
て
扱
っ
て
き
た
歴
史
を
大
切
に

し
た
い
か
ら
で
す
。

　
「
エ
ア
ー
ズ
ロ
ッ
ク
」と
呼
ば
れ
、
映

画「
世
界
の
中
心
で
、
愛
を
さ
け
ぶ
」に

も
登
場
し
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
巨
大

な
一
枚
岩
も
、
先
住
民
の
聖
地
で
あ
る

こ
と
か
ら
そ
の
文
化
を
尊
重
し
、
現
在

で
は「
ウ
ル
ル
」と
呼
ば
れ
ま
す
。
こ
う

し
た
先
住
民
族
・
少
数
民
族
の
権
利
の

尊
重
は
、
世
界
的
な
流
れ
と
い
え
ま
す
。

　
「
イ
ン
カ
ル
シ
」と
い
う
ア
イ
ヌ
語
地

名
を
記
録
し
、
私
た
ち
に
伝
え
て
く
れ

た
松
浦
武
四
郎
も
、
ア
イ
ヌ
文
化
を
尊

重
し
た
人
物
で
す
。
都
合
６
回
に
わ
た

る
蝦
夷
地
踏
査
の
実
績
か
ら
明
治
政
府

の
一
員
と
な
っ
た
武
四
郎
は
、
蝦
夷
地

に
替
わ
る
名
称
の
１
つ
と
し
て「
北
加

▲武四郎が提出した「道名・国
名・郡名申上候書付」（松浦武
四郎記念館所蔵）

北海道のジオパークを紹介します！

地名や岩石の意外なつながり～アポイ岳ジオパーク～

▲かんらん岩でできているアポイ岳

も珍しい場所なのです。かんらん岩は、
実は地球の表面でみられるマグマを生
み出す「親分」のような岩石で、白滝ジ
オパークの目玉である黒曜石ともつな
がりがあります。どちらも地球の成り
立ちを教えてくれる貴重な岩石です。
　地名や岩石の成り立ちを通して、い
ろいろな地域とのつながりを感じるこ
とができるのも、ジオパークの楽しみ
方、ということができます。

「北海道」命名150年連載企画②

松浦武四郎とインカルシ～その１～
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●休日当番医
月　　日 内　　科 外　　科

２月４日（日）みずしま内科クリニック
☎42‐3214

遠軽共立病院
☎42‐5215

２月11日（日）瀧本皮膚科クリニック
☎42‐8048

遠軽厚生病院
☎42‐4101

２月12日（月） 遠軽厚生病院
☎42‐4101

曽我病院
☎01586‐2‐2001

２月18日（日） 遠軽厚生病院
☎42‐4101

遠軽共立病院
☎42‐5215

２月25日（日） はやかわクリニック
☎49‐2525

遠軽厚生病院
☎42‐4101

●移動図書館車　やまなみ号

【Ａコース】
日　程 時　間 場　所

２月13日（火）
２月27日（火）

12:40 ～ 13:20 家庭学校

14:30 ～ 14:40 寿町教員住宅

14:45 ～ 15:00 寿町自衛隊官舎

15:05 ～ 15:15 南町自衛隊官舎

15:20 ～ 15:40 みなみ児童館

２月14日（水）
２月28日（水）

10:10 ～ 10:30 瀬戸瀬小学校

12:35 ～ 12:55 東小学校

２月８日（木）
２月22日（木）

10:10 ～ 10:25 遠軽小学校

10:50 ～ 11:00 学田団地集会所

12:45 ～ 13:00 南小学校
※８日は休止

15:00 ～ 15:20 ひがし児童館

15:30 ～ 15:40 学田2丁目桜場宅横

２月９日（金）
２月23日（金）

10:05 ～ 10:25 安国小学校

12:30 ～ 13:00 生田原小学校

【Ｂコース】
日　程 時　間 場　所

２月６日（火）
２月20日（火）

12:50 ～ 13:20 丸瀬布小学校

15:00 ～ 15:10 遠軽新聞社横

15:15 ～ 15:30 にし児童館

２月７日（水）
２月21日（水）

10:05 ～ 10:25 東小学校

13:00 ～ 13:15 瀬戸瀬小学校

２月１日（木）
２月15日（木）

10:10 ～ 10:25 南小学校

12:40 ～ 12:55 遠軽小学校
※15日は休止

丸瀬布図書室 ４日（日）・11日（日）・12日（月）
18日（日）・25日（日）

丸瀬布昆虫生態館 ６日（火）・13日（火）・20日（火）
27日（火）

丸瀬布郷土資料館 冬季閉館

埋蔵文化財センター
白滝ジオパーク交流センター 土日・休日休館

2月
体育施設

文化施設

休館日

総合体育館、えんがる温水
プール、東体育館、豊里体育
館、遠軽町武道館、高齢者ス
ポーツセンター、遠軽コミセ
ン、青少年会館、社名淵体育
館、瀬戸瀬コミセン

５日（月）・19日（月）・26日（月）

生田原スポーツセンター、遠
軽町郷土館、生田原図書館、
白滝図書室

５日（月）・12日（月）・13日（火）
19日（月）・26日（月）

遠軽町図書館 ５日（月）・12日（月）・19日（月）
26日（月）

５日（月）　４か月児健診（13:00 ～・げんき21）
　　　　　１歳６か月児健診（13:20 ～・げんき21）
16日（金）　水痘・日本脳炎予防接種
　　　　　（11:30 ～・まるせっぷ厚生クリニック）
　　　　　麻しん風しん予防接種（水痘同時）
　　　　　（16:00 ～・まるせっぷ厚生クリニック）
19日（月）　３歳児健診（13:00 ～・げんき21）
　　　　　１歳児健診（13:45 ～・げんき21）
27日（火）　水痘・日本脳炎予防接種
　　　　　（13:30 ～・生田原診療所）

●２月　健診・検診・予防接種

２日（金）　げんきひろば「豆まき」
　　　　　（10:00 ～・げんき21）
６日（火）　げんきひろば（10:00 ～・げんき21）
７日（水）　赤ちゃんひろば（10:00 ～・げんき21）
９日（金）　げんきひろば（10:00 ～・げんき21）
13日（火）　げんきひろば（10:00 ～・げんき21）
14日（水）　赤ちゃんひろば（10:00 ～・げんき21）
16日（金）　げんきひろば（10:00 ～・げんき21）
20日（火）　げんきひろば（10:00 ～・げんき21）
22日（木）　すこやか親子相談・妊産婦相談
　　　　　（10:00 ～・げんき21）
23日（金）　げんきひろば（10:00 ～・げんき21）
26日（月）　げんきひろば（10:00 ～・げんき21）
28日（水）　赤ちゃんひろば（10:00 ～・げんき21）

●２月　健康相談・育児学級

７日（水）　コスモス教室（10:00 ～・げんき21）
　　　　　おとこ組（13:30 ～・げんき21）
８日（木）　ちゅうりっぷ教室（10:00 ～・げんき21）
13日（火）　桜教室（10:00 ～・げんき21）
　　　　　藤教室（13:30 ～・げんき21）
14日（水）　ひまわり教室（10:00 ～・げんき21）
　　　　　ラベンダー教室（13:30 ～・げんき21）
15日（木）　おとこ組（10:00 ～・げんき21）
21日（水）　コスモス教室（10:00 ～・げんき21）
　　　　　おとこ組（13:30 ～・げんき21）
22日（木）　ちゅうりっぷ教室（10:00 ～・げんき21）
27日（火）　桜教室（10:00 ～・げんき21）
　　　　　藤教室（10:00 ～・げんき21）
28日（水）　ひまわり教室（10:00 ～・げんき21）
　　　　　ラベンダー教室（13:30 ～・げんき21）

●２月　健康運動教室等
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 運転免許

 更新時講習

問合せ先：遠軽地区交通安全協会 ☎42‐0110 内線415
会　　場：遠軽自動車学校３階第２教室「交通安全教育センター」

１日（木） 優良　17:30 ～ 一般　18:10 ～
８日（木） 違反　 9:00 ～ 一般　11:10 ～
18日（日） 違反　 9:00 ～ 違反　 9:40 ～
28日（水） 優良　 9:00 ～ 初回　 9:40 ～

●文化・スポーツ・イベント

１日
（木）

第4期健康づくりストレッチ教室（13:30 ～・えんがる温水プール）
シェイプアップ教室（13:30 ～・総合体育館）
自治会対抗玉入れ大会（19:00～・丸瀬布小学校体育館）

2日
（金）

瞰望大学（10:00 ～・遠軽町福祉センター）
第4期トレーニングマシンdeシェイプアップ教室（13:00 ～、15:00 ～・えんがる温水プール）
第30回白滝地域ミニバレー大会（18:20 ～ ・白滝中学校体育館）

3日
（土）

えんがる体験隊「厳寒の山彦の滝を見に行こう！」（9:00～・山彦の滝）
第17回白滝ライオンズCUP小学生クロスカントリースキー大会（9:30 ～ ・白滝小学校グラウンド）
えんがる屋台村「雪提灯」（11:00 ～・遠軽町武道館駐車場）
まるせっぷ子ども文化教室（10:00～・丸瀬布中央公民館）
雪中パークゴルフ大会（10:00 ～・やまびこ温泉特設コース）
童話の時間（11:00 ～・遠軽町図書館）
第2期町民水中エアロビクス指導（17:00～・えんがる温水プール）
山彦の滝ナイトツアー（17:30 ～・やまびこ温泉）

4日
（日）

厳冬!!山彦の滝観察会（9:30 ～・山彦の滝）
TUBAMANSHOW（13:30～・遠軽町福祉センター）

5日
（月）

6日
（火）

ことぶき大学（10:00 ～・丸瀬布中央公民館）
チビッ子教室（14:45 ～・丸瀬布中央公民館）

7日
（水）

コスモス学級（10:00 ～・遠軽町基幹集落センター）
第4期トレーニングマシンdeシェイプアップ教室（13:00 ～、15:00 ～・えんがる温水プール）
ニコライの英会話教室（19:00 ～・丸瀬布中央公民館）

8日
（木）

第4期健康づくりストレッチ教室（13:30 ～・えんがる温水プール）
シェイプアップ教室（13:30 ～・総合体育館）
英会話教室（中～上級）（19:00～・遠軽町教育委員会庁舎）
子どもスポーツ塾（19:00 ～・丸瀬布小学校体育館）

9日
（金）

瞰望大学（10:00 ～・遠軽町福祉センター）
第４期町民水泳指導（10:00～・えんがる温水プール）
第4期トレーニングマシンdeシェイプアップ教室（13:00 ～、15:00 ～・えんがる温水プール）

10日
（土）

わくわく自然体験教室（10:00 ～・丸瀬布農村多目的施設）
童話の時間（11:00 ～・遠軽町図書館）
第2期町民水中エアロビクス指導（17:00～・えんがる温水プール）

11日
（日）

第22回えんがるバドミントン交流大会（9:00～ ・総合体育館）

12日
（月）

13日
（火）

たっち学級（10:00 ～・遠軽町基幹集落センター）
めだかの学校（10:00 ～・丸瀬布生涯学習館）
童話の時間りとる（11:00 ～・遠軽町図書館）
チビッ子教室（14:45 ～・丸瀬布中央公民館）

14日
（水）

ことぶき大学（10:00 ～・スポーツプラザＴＡＭＯＫＵ）
第4期トレーニングマシンdeシェイプアップ教室（13:00 ～、15:00 ～・えんがる温水プール）
ニコライの英会話教室（19:00 ～・丸瀬布中央公民館）

15日
（木）

生田原地域高齢者レク・スポーツ大会（10:00 ～・生田原スポーツセンター）
しらかば大学（10:00 ～・生田原スポーツセンター）
第4期健康づくりストレッチ教室（13:30 ～・えんがる温水プール）
シェイプアップ教室（13:30 ～・総合体育館）

16日
（金）

瞰望大学（10:00 ～・遠軽町福祉センター）
第４期町民水泳指導（10:00～・えんがる温水プール）
第4期トレーニングマシンdeシェイプアップ教室（13:00 ～、15:00 ～・えんがる温水プール）

17日
（土）

第4回中学生バスケットボールエンデバー大会（8:00～・総合体育館）
キッズ・チャレンジクラブ（10:00 ～・キララン清里）
読み聞かせ会「どろんこ」（10:00 ～・キララン清里）
雪中パークゴルフ大会（10:00 ～・やまびこ温泉特設コース）
絵本の読み聞かせ（10:30 ～ ・生田原図書館）
童話の時間（11:00 ～・遠軽町図書館）
第13回じゃがリンピック（11:30 ～・白滝基幹集落センター）
第2期町民水中エアロビクス指導（17:00～・えんがる温水プール）
山彦の滝ナイトツアー（17:30 ～・やまびこ温泉）

18日
（日）

U-12フットサル大会（総合体育館）
第35回白滝地域歩くスキーの集い（10:00 ～ ・北大雪クロスカントリースキーコース）
林業合同説明会（13:30 ～ ・ホテルサンシャイン）

19日
（月）

20日
（火）

チビッ子教室（14:45 ～・丸瀬布中央公民館）

21日
（水）

第4期トレーニングマシンdeシェイプアップ教室（13:00 ～、15:00 ～・えんがる温水プール）
ニコライの英会話教室（19:00 ～・丸瀬布中央公民館）

22日
（木）

第4期健康づくりストレッチ教室（13:30 ～・えんがる温水プール）
シェイプアップ教室（13:30 ～・総合体育館）
英会話教室（初級・中～上級）（19:00～・遠軽町教育委員会庁舎）
子どもスポーツ塾（19:00 ～・丸瀬布小学校体育館）

23日
（金）

第４期町民水泳指導（10:00～・えんがる温水プール）
第4期トレーニングマシンdeシェイプアップ教室（13:00 ～、15:00 ～・えんがる温水プール）

24日
（土）

絵本の読み聞かせ（10:30 ～・丸瀬布生涯学習館）
童話の時間（11:00 ～・遠軽町図書館）

25日
（日）

第３３回湧別原野オホーツククロスカントリースキー大会（7:30～・特設コース）
インドアソフトテニス大会（総合体育館）

26日
（月）

27日
（火）

童話の時間りとる（11:00 ～・遠軽町図書館）
チビッ子教室（14:45 ～・丸瀬布中央公民館）

28日
（水）

ことぶき大学（11:00 ～・丸瀬布中央公民館）
第4期トレーニングマシンdeシェイプアップ教室（13:00 ～、15:00 ～・えんがる温水プール）
ニコライの英会話教室（19:00 ～・丸瀬布中央公民館）

  月2
みんなのカレンダー
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新刊紹介

『天翔ける』         【葉
は

室
むろ

麟
りん

】

　時は幕末。越前福井藩主・松
平春

しゅん

嶽
がく

は、老中の阿部正弘や薩
さつ

摩
ま

の島津斉
なり

彬
あきら

ら外
と

様
ざま

雄
ゆう

藩
はん

と連携
し、新しい幕府のあり方を模索
してゆく。日本を守るため、激
動の時代を駆け抜けた春嶽の生
涯を描く。

　

問

竹
ちく
林
りん
精
しょう
舎
じゃ
【玄
げん

侑
ゆう

宗
そう

久
きゅう

】遺訓【佐藤賢一】架空の犬と嘘をつく
猫【寺地はるな】映画化決定【友

とも

井
い

羊
ひつじ

】風神の手【道尾秀介】
魔邸【三津田信三】嘘【村山由佳】道の向こうの道【森内俊
雄】私の漂流記【曽野綾子】はじめての八十歳【山藤章二】
維新史再考【三谷博】避けられたかもしれない戦争【ジャ
ン＝マリー・ゲーノ】働き方の問題地図【沢渡あまね】数を
かぞえるクマ　サーフィンするヤギ【ベリンダ・レシオ】
絵本とおもちゃでゆっくり子育て【柿田友広】新日本遺産
【平凡社】超一流のクレーム対応【谷厚志】

２月「童話の時間」～遠軽町図書館～

■童話の時間　午前11時から　
　遠軽町図書館では、絵本の読み聞かせ、紙芝居の後に
映画を上映しています。会場は視聴覚室です。親子でお
気軽にお越しください。
３日　『食わず女房』
10日　『いとしのバニー』
17日　『ヘンゼルとグレーテル』
24日　『おじゃる丸
　　　 　～おじゃ休さん』ほ　　か
■童話の時間りとる
　乳幼児向けに絵本の読み聞かせを行います。
　２月13日（火）・27日（火）　午前11時から

　

今
月
の
表
紙
は
、
山
彦
の
滝
ナ

イ
ト
ツ
ア
ー
の
様
子
で
す
。

　

例
年
、
冬
に
な
る
と
巨
大
な
氷

柱
と
な
る
山
彦
の
滝
を
見
学
す
る

観
察
会
と
ナ
イ
ト
ツ
ア
ー
を
開
催

し
て
い
ま
し
た
が
、
一
昨
年
の
台

風
被
害
に
よ
り
滝
に
向
か
う
道
路

が
通
行
止
め
と
な
っ
て
い
た
た
め
、

昨
年
は
休
止
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
こ
の
た
び
、
道
路
の
復

旧
に
よ
り
、
２
年
ぶ
り
の
開
催
と

な
っ
た
ナ
イ
ト
ツ
ア
ー
に
訪
れ
た

参
加
者
た
ち
は
、
氷
柱
が
光
に
照

ら
さ
れ
、
色
を
変
え
る
た
び
に
大

き
な
歓
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
年
の
ツ
ア
ー
は
２
月

と
３
月
に
も
開
催
し
ま
す
の
で
、

そ
の
神
秘
的
な
輝
き
を
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

ヘンゼルとグレーテル

　

今
月
の
特
集
は「
予
防
医
学
」。

元
気
に
暮
ら
す
た
め
、
自
分
で
で

き
る
こ
と
を
試
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

２月「絵本の読み聞かせ」

■生田原図書館
　17日（土）　午前10時30分から
■丸瀬布図書室
　24日（土）　午前10時30分から

平成29年度遠軽町読書感想文コンクール

■最優秀賞（敬称略）

バムとケロのおかいもの 南小学校　　１年　佐藤結菜

キャベたまたんていちんぼつせんのひみつ 遠軽小学校　２年　谷口創志

「ヘレンケラー」を読んで 南小学校　　３年　大西くれあ

顔に障害をもつ少年、オーガスト 南小学校　　５年　佐藤陽菜子

「ことだま」を読んで 南小学校　　６年　大西琥珀

「Iｔ（それ）と呼ばれた子」を読んで 白滝中学校　１年　岡田結稀

小さな動物の大きな命 南中学校　　２年　本田純平

「いっしょに走ろっ！」を読んで 遠軽中学校　３年　金子杏香

　平成29年度遠軽町読書感想文コンクールを開催し、町内小中学校か
ら403作品の応募がありました。
　ご応募いただいた皆さん、ありがとうございました。審査の結果、次
の皆さんが最優秀賞に輝きましたので、ご紹介します。
　なお、遠軽町図書館では最優秀賞をはじめ、入賞した皆さんの感想文
と本を紹介していますので、ぜひご覧ください。

 遠軽町図書館 遠軽町図書館

『天翔ける』
　時は幕末。越前福井藩主・松
平
摩
ま
平
ま
平
の島津

し、新しい幕府のあり方を模索
してゆく。日本を守るため、激
動の時代を駆け抜けた春嶽の生
涯を描く。
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今
月
の
表
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図
書
館
イ
ン
フ
ォ
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ー
シ
ョ
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広報えんがるで取り上げてほしい
特集があったら企画課まで連絡してね！
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